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地殻活動モニタリングに関する検討結果等について
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２．東北地方太平洋沖地震関連 
○東北地方の非定常的な地殻変動（長期的SSE） 

GNSS連続観測により、東北地方で2025年11月頃から非定常的な地殻変動が観測さ
れている、2025年11月１日～2026年８月２日の期間の解析では、2025年12月8日の青
森県東方沖の地震の震源断層に隣接するプレート境界浅部及び2026年4月20日の三陸
沖の地震の震源断層の西側に、すべりが推定された。推定されたすべりに相当するモ
ーメントマグニチュードは7.4を超える。また、2025年12月8日青森県東方沖の地震及
び2026年4月20日三陸沖の地震の発生時期に、震源断層に近い領域だけでなく、震源
断層から離れた領域においても地震モーメントの増加率が大きくなっており、その後
も増加が継続している。(国土地理院・資料Ⅰ-５～７頁) 

 
３．プレート境界の固着状態とその変化 
（１）日本海溝・千島海溝周辺 

○宮城県沖の地震（５月 15 日 M6.4） 
2026年5月15日20時22分に宮城県沖の深さ46kmでM6.4の地震（最大震度５弱）が

発生した。この地震は、発震機構（CMT解）が西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆
断層型で、太平洋プレートと陸のプレートの境界で発生した。(気象庁・資料Ⅰ-８頁) 

この地震活動に伴って、GNSS観測により、大船渡観測点で約1.5cm等、震源域周辺
で地殻変動が観測された。また、釜石観測点で約1.5cmの沈降が観測される等、岩手
県から宮城県にかけての太平洋沿岸の観測点で沈降が捉えられた。 

地震時の震源断層モデルを解析した結果、震源断層は北東・南西走向で北西傾斜の
断層面を有し、その断層面上で逆断層運動が生じたものと推定された。断層モデルの
断面はほぼプレート境界に沿っており、この地震がプレート境界型の地震であったこ
とを示している。(国土地理院・資料Ⅰ-９～14頁) 

 
○岩手県の地震（６月 25 日 M7.2） 

2026年６月25日07時30分に岩手県沖の深さ44kmでM7.2の地震が発生し、青森県階
上町で震度６強を観測したほか、北海道から中部地方にかけて震度６弱～１を観測し
た。また、北海道から関東地方にかけて長周期地震動階級２～１を観測した。この地
震により、岩手県久慈港（国土交通省港湾局）で16cmなど青森県と岩手県の太平洋沿
岸において津波を観測した。 

気象庁はこの地震に対して、地震波検知から4.7秒後の07時30分26.5秒に緊急地震
速報（警報）を発表した。 

この地震は、発震機構（CMT解）が西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、
太平洋プレートと陸のプレートの境界で発生した。 

今回の地震の震央周辺では、６月25日以降７月８日までに震度１以上を観測した地



震が31回（震度６強：１回、震度５弱：１回、震度４：２回、震度３：４回、震度２：
３回、震度１：20回）発生するなど、地震活動は継続している。 

2025年11月４日から三陸沖でまとまった地震活動が見られるようになり、2025年
11月９日にM6.9の地震が発生した。さらに、M6.9の地震の北西側で2026年４月20日
にM7.7の地震が発生し、地震活動域がさらに北西側に広がった。この活動域の北西端
で2026年６月25日にM7.2の地震が発生し、その後一週間以内にM6.0以上の地震が２
回（６月28日M6.1（最大震度５弱）、７月１日M6.1（最大震度４））発生した。(気象
庁・資料Ⅰ-15～23頁) 

この地震活動に伴って、GNSS観測により、種市観測点で約2.1cm等震源域周辺にお
いて地殻変動が観測された。また、Ｓ洋野観測点で約1.4cmの沈降等、岩手県から青
森県にかけての太平洋沿岸の観測点において沈降が観測された。 

地震時の震源断層モデルを解析した結果、震源断層はほぼ南北走向で西傾斜の断層
面を有し、その断層面上で逆断層運動が生じたものと推定された。震源断層の位置は、
1995年1月7日に発生した平成6年（1994年）三陸はるか沖地震の最大余震の震源位置
とほぼ一致する。 

なお、「だいち2号」及び「だいち4号」観測データのSAR干渉解析結果では、いずれ
もノイズレベルを超える変動は見られない。(国土地理院・資料Ⅰ-24～28頁) 

 
（２）相模トラフ周辺・首都圏直下 

○ 茨城県南部の地震（６月 16 日 M5.5） 
2026年６月16日19時46分に茨城県南部の深さ50kmでM5.5の地震（最大震度5弱）

が発生した。この地震は、発震機構が北西－南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、フ
ィリピン海プレートと陸のプレートの境界で発生した。(気象庁・資料Ⅰ-29頁) 

 
○ 山梨県東部・富士五湖の地震（６月 26 日 M5.6） 

2026年６月26日22時28分に山梨県東部・富士五湖の深さ20kmでM5.6の地震が発生
し、山梨県富士河口湖町で震度６弱を観測したほか、東北地方から中国地方にかけて
震度５強～１を観測した。この地震の発震機構（CMT解）は北西－南東方向に圧力軸
を持つ逆断層型である。 

気象庁はこの地震に対して、地震波検知から6.6秒後の22時29分09.4秒に緊急地震
速報（警報）を発表した。(気象庁・資料Ⅰ-30～35頁) 

 
（３）南海トラフ・南西諸島海溝周辺 

○ 沖縄本島近海の地震（５月 20 日 M5.9） 
2026年５月20日11時46分に沖縄本島近海（沖永良部島付近）の深さ50kmでM5.9の

地震（最大震度５強）が発生した。この地震は、発震機構（CMT解）が北西－南東方



向に圧力軸を持つ逆断層型で、フィリピン海プレートと陸のプレートの境界で発生し
た。(気象庁・資料Ⅰ-36頁) 

 
○ 西南日本の深部低周波微動・短期的スロースリップ活動状況 
                                                  （2026年5月～2026年7月） 

短期的スロースリップイベントを伴う顕著な微動活動は、6月8日～17日に四国中部
で発生した。これら以外の主な微動活動として、5月2日～8日に四国西部で、5月16日
～21日に紀伊半島南部で、5月18日～26日に四国東部で、6月11日～17日に紀伊半島
中部で、7月30日～8月7日に四国西部から豊後水道で発生した。（防災科学技術研究所・
資料Ⅰ-37頁） 

 
○東海の非定常的な地殻変動（長期的SSE） 

GNSS連続観測により、東海地域で2022年初頭から南東向きの非定常的な地殻変動
が見られている。2022年１月１日～2026年７月15日の期間の解析では、渥美半島付近
にすべりが推定され、すべりの最大値は18cm、モーメントマグニチュードは6.7と求
まった。(国土地理院・資料Ⅰ-38～41頁) 

 
（４）その他 

○大地震予測の時空間確率利得― 北日本太平洋プレート沈み込み帯 ― 
スロースリップイベント（SSE）や繰り返し相似地震（RE）は、大地震の前後に応

力の蓄積・解放過程を反映している可能性がある現象である。しかし、これらが大地
震の予測にどの程度役立つのかは、まだ十分には分かっていない。本研究では、東北
沖などで過去20～30年間に観測されたSSEやREと、M6.5以上の地震との関係を統計
的に調べ、その中期予測への活用可能性を評価した。(統計数値研究所・資料Ⅰ-42～
43頁) 

 
３．その他 
（１）宮古島北西沖の地震（７月３日 M6.5） 

2026年７月３日13時04分に宮古島北西沖（久米島の西約100kmの地震）の深さ
16km（深さはCMT解による）でM6.5の地震（最大震度３）が発生した。この地震は、
沖縄トラフ沿いで発生した陸のプレート内の地震である。発震機構（CMT解）は、北
西－南東方向に張力軸を持つ横ずれ断層型である。(気象庁・資料Ⅰ-44頁) 

 
 
 
 



Ⅱ 重点検討課題の検討 概要 
モニタリング手法の高度化の検討を目的に、地震予知研究にとって興味深い現象や問題

等を「重点検討課題」として選定し、集中的な検討を行っています。 
 

＜第252回定例会 重点検討課題＞ 
課題名  「令和8年熊本地震」    （資料Ⅱ-2頁） 
コンビーナ 遠田 晋次 会長（東北大学） 
 
報告課題、報告者 

１．「令和８年熊本地震」について 
  青木 重樹 様（気象庁）    (資料Ⅱ-９～15頁) 

 
２．令和8年熊本地震に伴う地殻変動・震源断層モデル・地表変位境界 

  宗包 浩志 様（国土地理院）    (資料Ⅱ-16～25頁) 
                 

３．令和８年熊本地震による高周波エネルギー輻射量  
  松澤 孝紀 様（防災科学技術研究所） （資料Ⅱ-26頁） 
                 

４．地表地震断層と地質構造から見た令和8年熊本地震 
  大上 隆史 様（産業技術総合研究所） （資料Ⅱ-27頁） 

                 
５．2016年M7.3熊本地震後の余震活動の推移と2026年M7.1熊本地震の 

余震活動について 
  尾形 良彦 様（統計数理研究所）   (資料Ⅱ-28～29頁) 

                 
６．地震活動特性からみた2026年熊本地震 

  松本 聡 様（九州大学）   （資料Ⅱ-30頁） 
                 
７．令和8年熊本地震とb値の時空間分布―日奈久断層帯における事前の指摘との対応― 

  楠城 一嘉 様（静岡県立大学）  （資料Ⅱ-31頁） 
                 
８．平成28年熊本地震による地震活動度変化と令和8年熊本地震 

  遠田 晋次 様（東北大学）   （資料Ⅱ-32頁） 
                 
９．2026年熊本地震の地表地震断層：変位量分布と2016年地震断層の再変位 

  熊原 康博 様（広島大学）   （資料Ⅱ-33頁） 



                 
10．日奈久断層帯における古地震調査結果と令和8年熊本地震 

  宮下 由香里 様（産業技術総合研究所） （資料Ⅱ-34頁） 
                 
11．平成28年熊本地震を踏まえた総合的な活断層調査（平成２８～３０年度） 

による日奈久断層帯の強震動評価と令和８年熊本地震 
  岩田 知孝 様（京都大学名誉教授）  （資料Ⅱ-35頁） 

                 
 
＜次回重点検討課題＞ 

課題名：「昭和南海地震から80年  
     ～南海トラフ地震に向けた調査観測研究の現状～」（資料Ⅱ-36頁） 
コンビーナ：伊藤 喜宏 委員（京都大学防災研究所） 
      堀 高峰 委員（海洋研究開発機構） 
 

Ⅲ 運営検討部会報告  
 運営検討部会において、令和８年熊本地震の発生を受け第252回重点検討課題を「令
和８年熊本地震」とし、それ以降の回は予定していた重点検討課題を順次繰り下げて
実施することを、決定した。    （運営検討部会・資料Ⅲ） 

 
  議論概要については、地震予知連絡会ウェブサイトの活動報告に掲載いたします。 

地震予知連絡会 <https://cais.gsi.go.jp/YOCHIREN/> 

 

（問い合わせ先） 
〇地震予知連絡会事務局 
  国土地理院地理地殻活動研究センター 研究管理課長補佐 吉田 賢司 
  Tel：029-864-5954（直通） 
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2  0  2  6  年  7  月  2  8  日  
1  6  時  2  7  分     1  6  k  m        M  7  .  1  

2  0  2  6  年  7  月  3  日  
1  7  時  2  2  分     M  6  .  0  

2  0  2  6  年  6  月  1  0  日  
1  9  時  3  4  分     3  6  8  k  m        M  5  .  6  

2  0  2  6  年  5  月  2  0  日  
1  1  時  4  6  分     5  0  k  m        M  5  .  9  

2  0  2  6  年  7  月  3  日     1  3  時  0  4  分  
1  6  k  m  ※     M  6  .  5  

2  0  2  6  年  6  月  1  0  日  
2  0  時  1  0  分     M  5  .  7  

2  0  2  6  年  7  月  1  6  日  
1  6  時  4  9  分     M  5  .  5  

2  0  2  6  年  5  月  1  5  日     0  0  時  3  4  分  
M  5  .  8  

2  0  2  6  年  6  月  1  日     1  2  時  3  4  分  
1  7  k  m  ※     M  6  .  0  

2  0  2  6  年  6  月  1  9  日  
0  4  時  1  7  分     M  5  .  6  

2  0  2  6  年  6  月  2  5  日  
0  7  時  3  0  分     4  4  k  m        M  7  .  2  

2  0  2  6  年  6  月  2  8  日  
0  5  時  2  1  分     4  1  k  m        M  6  .  1  

2  0  2  6  年  7  月  1  日  
2  1  時  0  8  分     4  0  k  m        M  6  .  1  

2  0  2  6  年  5  月  1  5  日  
2  0  時  2  2  分     4  6  k  m        M  6  .  4  

2  0  2  6  年  5  月  2  日  
1  8  時  2  8  分     6  5  k  m        M  5  .  8  

2  0  2  6  年  6  月  2  6  日  
1  2  時  4  6  分     5  3  k  m        M  5  .  8  

2  0  2  6  年  6  月  1  6  日  
1  9  時  4  6  分     5  0  k  m        M  5  .  5  

2  0  2  6  年  6  月  2  6  日  
2  2  時  2  8  分     2  0  k  m        M  5  .  6  

2  0  2  6  年  7  月  2  8  日  
1  7  時  0  8  分  ご  く  浅  い     M  6  .  1  

2  0  2  6  年  7  月  2  9  日  
2  2  時  1  9  分     9  k  m        M  5  .  8  

2  0  2  6  年  7  月  1  日  
0  8  時  4  0  分     1  4  k  m        M  5  .  1  

2  0  2  6  年  7  月  2  8  日  
1  7  時  1  8  分     5  k  m        M  5  .  0  

日  本  と  そ  の  周  辺  の  地  震  活  動  （  2  0  2  6  年  5  月  ～  7  月  、  Ｍ  ≧  5  .  0  ）  

         気  象  庁  作  成  発  震  機  構  は  気  象  庁  に  よ  る  C  M  T  解  
※   深  さ  は  C  M  T  解  に  よ  る
図  中  の  吹  き  出  し  は  、  陸  域  M  5  .  0  以  上  ・  海  域  M  5  .  5  以  上
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GNSS連続観測から推定した日本列島のひずみ変化

・平成 23年（2011年）東北地方太平洋沖地震の余効変動の影響によるひずみが見られる．
・令和６年能登半島地震に伴う余効変動の影響によるひずみが見られる．

・ 2024年 8月 8日および 2025年 1月 13日の日向灘の地震の余効変動の影響によるひずみが見られる．
・山口県北部の地震活動に伴う地殻変動の影響によるひずみが見られる.
・トカラ列島近海の地震活動に伴う地殻変動の影響によるひずみが見られる.
・東北地方では一連の地震変動（2026年 4月 20日の三陸沖の地震など）の影響によるひずみが見られる.

基準期間：2025-06-27 / 2025-07-11 ［Ｆ５.１：最終解］
比較期間：2026-06-27 / 2026-07-11 ［Ｆ５.１：最終解］

125˚ 130˚ 135˚ 140˚ 145˚ 150˚
20˚

25˚

30˚

35˚

40˚

45˚

CONT.

EXT.

ppm0.1 0.3

・GNSS連続観測による変位ベクトルからひずみ変化図を作成した．
・海底地形データは ETOPO1（Amante, C.&B.W.Eakins, 2009）を使用した.

国土地理院
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GNSS連続観測から推定した日本列島のひずみ変化 定常時・比較用

基準期間：1998-06-27 / 1998-07-11 ［Ｆ５.１：最終解］
比較期間：1999-06-27 / 1999-07-11 ［Ｆ５.１：最終解］

125˚ 130˚ 135˚ 140˚ 145˚ 150˚
20˚

25˚

30˚

35˚

40˚

45˚

CONT.

EXT.

ppm0.1 0.3

・GNSS連続観測による変位ベクトルからひずみ変化図を作成した．
・上図の期間は定常時の変動を示す（伊豆諸島周辺を除く）．

・海底地形データは ETOPO1（Amante, C.&B.W.Eakins, 2009）を使用した.

国土地理院
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Ẽ㇟庁సᡂ

㸳月15日 ᐑ城県Ἀの地震

領域㹡ෆの㹋㸫㹒図

領域㹠ෆの㹋㸫㹒図ཬび回ᩘ✚算図

2026年㸳᭶15᪥20時22ศにᐑᇛ┴Ἀの῝さ
46kmでM6.4の地震（᭱大震度㸳ᙅ）が発生した。
この地震は、発震機 （ɔCMT解）がす໭す㸫ᮾ南
ᮾ方向に圧力㍈をᣢつ㏫᩿ᒙᆺで、ኴᖹὒプレ
ートと㝣のプレートの境界で発生した。

1997年10᭶௨降の活動をみると、今回の地震
の震※௜近（㡿域㹠）では「ᖹ成23年（2011年）
ᮾ໭地方ኴᖹὒἈ地震」（௨ୗ、「ᮾ໭地方ኴᖹ
ὒἈ地震」）௨降、地震活動が活発となってお
り、M6.0௨上の地震が時ࠎ発生している。

㹟
ᐑ城県

㸿

㹀

今回の地震

㸿 㹀㸿 㹀
領域㹟ෆの断面図㸦㸿㸫㹀ᢞᙳ㸧

震ኸ分布図
㸦1997年10月㸯日㹼2026年㸳月31日、

深さ㸮㹼120km、MӍ3.0㸧
1997年10月㸯日㹼2011年㸰月28日ࠐ 2011年㸱月㸯日㹼2020年㸶月31日ࠐ

2020年㸷月㸯日㹼2026年㸲月30日ࠐ   2026年㸳月㸯日以降ࠐ

図中の発震ᶵᵓはCMT解を示す

㹠

㹡

今回の地震

ᮾ໭地方ࠕ

ኴ平ὒἈ地震ࠖ

震ኸศᕸ図
（1919年１᭶１᪥䡚2026年䠑᭶31᪥、

῝䛥䠌䡚100km、M䍻5.5）
1933年㸯月㸯日㹼1937年12月31日ࠐ 1978年㸯月㸯日㹼1979年12月31日ࠐ

2026年㸳月㸯日㹼2026年㸳月31日ࠐ 上記以እのᮇ間ࠐ

今回の地震

ᮾ໭地方ኴ平ὒἈ地震ࠖ発生ࠕ

1919年௨降の活動をみると、今回の地震の震
ኸ࿘㎶（㡿域㹡）では「ᮾ໭地方ኴᖹὒἈ地震」
の࡯か、M7.0௨上の地震が時ࠎ発生している。
1978年には「1978年ᐑᇛ┴Ἀ地震」（M7.4、᭱ 大
震度㸳）が発生し、௝ྎ新港で30cm（ᖹᖖ₻఩
からの᭱大の高さ）の津Ἴを観測するなど、໭
海㐨から༓ⴥ┴にかけてのኴᖹὒἢ岸で津Ἴ
を観測した。この地震により、Ṛ⪅28ே、㈇യ
⪅1,325ே、ఫᐙ඲壊1,183Ჷ等の⿕ᐖが生ࡌた
（⿕ᐖは「᪥ᮏ⿕ᐖ地震⥲ぴ」による）。

1978年ᐑ城ࠕ

県Ἀ地震ࠖ

㸦2026 年㸳月 1 日㹼㸳月 31 日、㹋Ӎ0.0、
㹋㸫㹒図のみ㸧
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宮城県沖の地震(5月15日 M6.4)前後の観測データ(暫定)

地殻変動(水平)
この地震に伴い小さな地殻変動が観測された.

国土地理院
●---[F5.1:最終解] ●---[R5.1:速報解]

固定局:猿払(950101)(北海道)

震央

成分変化グラフ
観測局（グラフ表示）

※民間等電子基準点：株式会社N TTドコモ

2026-04-20 M7.7
2026-05-15 M6.4

04-01 06 11 16 21 26 05-01 06 11 16 21 26 31

㎝
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4
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2

1

0
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-5

(1) 猿払(950101)→大船渡(950171)　東西 基準値：-35510.924ｍ
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2026-05-15 M6.4
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(1) 猿払(950101)→大船渡(950171)　南北 基準値：-700806.845ｍ

2026-04-20 M7.7
2026-05-15 M6.4

04-01 06 11 16 21 26 05-01 06 11 16 21 26 31
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ｍ141.16：値準基高比　)171059(渡船大→)101059(払猿)1(

期間: 2026-04-01〜2026-05-31 JST
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2026-05-15 M6.4
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(2) 猿払(950101)→気仙沼(950172)　東西 基準値：-49376.064ｍ

2026-04-20 M7.7

2026-05-15 M6.4
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(2) 猿払(950101)→気仙沼(950172)　南北 基準値：-714210.852ｍ

2026-04-20 M7.7 2026-05-15 M6.4
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ｍ470.73：値準基高比　)271059(沼仙気→)101059(払猿)2(

期間: 2026-04-01〜2026-05-31 JST
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基準期間:2026-05-13〜2026-05-14[R5.1:速報解]
比較期間:2026-05-16〜2026-05-17[R5.1:速報解]

30′
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30′
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30′

38°

138° 139° 140° 141° 142° 143° 144°

2026-05-15 M6.4

020913
栗駒２

059071
Ｍ牡鹿

950170
釜石

950171
大船渡

950172
気仙沼

950175
志津川 1.0㎝

1.2㎝

1.5㎝

1.1㎝

0.4㎝

0.3㎝

1㎝

： 電子基準点

： 民間等電子基準点
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国土地理院

●---[F5.1:最終解] ●---[R5.1:速報解]

成分変化グラフ

2026-04-20 M7.7

2026-05-15 M6.4

04-01 06 11 16 21 26 05-01 06 11 16 21 26 31
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ｍ470.84603-：値準基西東　)071059(石釜→)101059(払猿)3(

2026-04-20 M7.7

2026-05-15 M6.4
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ｍ285.733576-：値準基北南　)071059(石釜→)101059(払猿)3(

2026-04-20 M7.7 2026-05-15 M6.4

04-01 06 11 16 21 26 05-01 06 11 16 21 26 31
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ｍ072.45：値準基高比　)071059(石釜→)101059(払猿)3(

期間: 2026-04-01〜2026-05-31 JST

2026-04-20 M7.7
2026-05-15 M6.4

04-01 06 11 16 21 26 05-01 06 11 16 21 26 31
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(4) 猿払(950101)→志津川(950175)　東西 基準値：-59668.296ｍ

2026-04-20 M7.7 2026-05-15 M6.4
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(4) 猿払(950101)→志津川(950175)　南北 基準値：-738612.650ｍ

2026-04-20 M7.7 2026-05-15 M6.4
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ｍ715.83：値準基高比　)571059(川津志→)101059(払猿)4(

期間: 2026-04-01〜2026-05-31 JST
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(5) 猿払(950101)→Ｍ牡鹿(059071)　東西 基準値：-52740.675ｍ

2026-04-20 M7.7 2026-05-15 M6.4
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(5) 猿払(950101)→Ｍ牡鹿(059071)　南北 基準値：-770171.027ｍ

2026-04-20 M7.7 2026-05-15 M6.4
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ｍ485.37：値準基高比　)170950(鹿牡Ｍ→)101059(払猿)5(

期間: 2026-04-01〜2026-05-31 JST

2026-04-20 M7.7 2026-05-15 M6.4
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(6) 猿払(950101)→栗駒２(020913)　東西 基準値：-110493.739ｍ

2026-04-20 M7.7 2026-05-15 M6.4
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(6) 猿払(950101)→栗駒２(020913)　南北 基準値：-710755.280ｍ

2026-04-20 M7.7 2026-05-15 M6.4
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ｍ280.646：値準基高比　)319020(２駒栗→)101059(払猿)6(
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宮城県沖の地震(5月15日 M6.4)前後の観測データ(暫定)

地殻変動(上下)
この地震に伴い小さな地殻変動が観測された.

国土地理院

固定局:猿払(950101)(北海道)

震央

観測局（グラフ表示）

※民間等電子基準点：株式会社NTTドコモ

基準期間:2026-05-13〜2026-05-14[R5.1:速報解]
比較期間:2026-05-16〜2026-05-17[R5.1:速報解]

30′

40°

30′

39°

30′

38°

138° 139° 140° 141° 142° 143° 144°

2026-05-15 M6.4

020913
栗駒２

059071
Ｍ牡鹿

950170
釜石

950171
大船渡

950172
気仙沼

950175
志津川-0.7㎝

-0.1㎝ -1.4㎝

-1.5㎝

-0.4㎝

-0.1㎝

1㎝

： 電子基準点

： 民間等電子基準点
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宮城県沖の地震(5月15日 M6.4)後の観測データ(暫定)

地殻変動(水平)

国土地理院

震央

固定局:猿払(950101)（北海道）

基準期間:2026-05-16〜2026-05-16[R5.1:速報解]
比較期間:2026-05-29〜2026-05-31[R5.1:速報解]

42°

41°

40°

39°

38°

137° 138° 139° 140° 141° 142° 143° 144° 145° 146° 147°

2026-05-15 M6.4020913
栗駒２

059071
Ｍ牡鹿

950170
釜石

950171
大船渡

950172
気仙沼

0.7㎝

0.1㎝

0.9㎝

0.7㎝

0.5㎝

1㎝

観測局（グラフ表示）

この地震後も余効変動が観測されている.
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国土地理院 

宮城県沖の地震（5 月 15 日 M6.4）の震源断層モデル（暫定） 

 基準期間: 2026 年 5月 12 日 09:00－2026年 5月 15日 08:59 JST（速報（R5.1）解）
 比較期間: 2026 年 5月 16 日 09:00－2026年 5月 19日 08:59 JST（速報（R5.1）解）
 固定局: 猿払 (950101)

図１ 推定された震源断層モデル．矩形実線は震源断層モデルを地表に投影した位置で，太い実線が断

層上端．矢印は水平方向の観測値（黒）及び計算値（赤）．丸が電子基準点，菱形が民間等電子基

準点*を表す．赤等値線は 1968 年十勝沖地震，青等値線は平成６年（1994 年）三陸はるか沖地震

のアスペリティ（永井・他, 2001）．破線の四角は，2015 年 5 月 13 日に発生した地震（M6.8）の

矩形断層モデル．星印は今回の地震の震央，灰色の点は本震発生以降から 5/18 23:59（JST）ま

でに発生した震源（気象庁一元化震源を使用）． 

*民間等電子基準点：株式会社 NTT ドコモ

表１ 推定された震源断層モデルパラメータ 

 VR は 85.6%．

 マルコフ連鎖モンテカルロ（MCMC）法を用いてモデルパラメータを推定した．

 位置は断層の左上端を示す．括弧内は誤差（1σ）を示す．

 Mwと断層長さ・断層幅の関係をスケーリング則（Strasser et al. 2010）で拘束．

 Mwの計算においては，剛性率を 40 GPa と仮定．

139° 139.5° 140° 140.5° 141° 141.5° 142° 142.5° 143° 143.5° 144°
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0 km 50 km

20406080
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00000000002000020000000000000000
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[ °] 
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[ °] 
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[ km ] 
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[ km ] 
幅

[ km ] 
走向

[ °] 
傾斜

[ °] 
すべり角

[ °] 
すべり量

[ m ] 
Mw 

38.921 
(0.04) 

142.699 
(0.04) 

28.0 
(3.5) 

33.5 
(3.4) 

32.6 
(3.2) 

209.3 
(13.1) 

32.9 
(3.2) 

101.5 
(16.3) 

0.53 
(0.08) 

6.84 
(0.02) 
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国土地理院

࠙ཧ⪃㸯ࠚ㖄┤方向の変఩ཬび断面図

㸦ᕥ図㸧▴ᙧᐇ線は震源断層モデルを地表にᢞᙳした఩⨨で㸪ኴいᐇ線が断層上➃㸬▮༳は㖄┤方向の観

測値㸦黒㸧ཬび計算値㸦赤㸧㸬୸が㟁Ꮚᇶ‽Ⅼ㸪⳻ᙧがẸ間➼㟁Ꮚᇶ‽Ⅼ*を表す㸬赤➼値線は

1968 年༑຾Ἀ地震㸪㟷➼値線は平ᡂ㸴年㸦1994 年㸧୕㝣はるかἈ地震の࢕ࢸࣜ࣌ࢫ࢔㸦Ọ஭࣭

௚, 2001㸧㸬破線の四角は㸪2015 年 5 月 13 日に発生した地震㸦M6.8㸧の▴ᙧ断層モデル㸬ᫍ༳は

今回の地震の震ኸ㸪⅊ⰍのⅬは本震発生以降から 5/18 23:59㸦JST㸧ࡲでに発生した震源㸦Ẽ㇟庁

一ඖ化震源を౑用㸧㸬

*Ẹ間➼㟁Ꮚᇶ‽Ⅼ㸸ᰴᘧ会♫ NTT コモࢻ

㸦ྑ図㸧傾ᩳ方向(A-B)にᑕᙳした断層面㸦ኴ線㸧ཬび震源分布のᢞᙳ㸦⅊ⰍのⅬ㸧㸬傾きୗがる方向が

ṇ㸬ᫍ༳は震源のᢞᙳ㸬破線はプࣞートቃ⏺面㸦Nakajima and Hasegawa 2006, Kita et al. 

2010㸧㸬

࠙ཧ⪃㸰ࠚ事後☜⋡分布㸦コーࢼープロット㸧
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Ẽ㇟庁సᡂ

2026年㸴月25日 ᒾᡭ県Ἀの地震

㸦㸯㸧ᴫせ
2026年㸴᭶25᪥07時30ศにᒾ手┴Ἀの῝さ44kmでM7.2の地震が発生し、㟷᳃┴㝵上⏫で震度㸴ᙉを観

測した࡯か、໭海㐨から中部地方にかけて震度㸴ᙅ～１を観測した。また、໭海㐨から関ᮾ地方にかけ
て長࿘期地震動㝵⣭２～１を観測した。この地震により、ᒾ手┴のஂឿ港（ὀ１）で16cmなど㟷᳃┴とᒾ手
┴のኴᖹὒἢ岸で津Ἴを観測した（ὀ２）。
Ẽ㇟ᗇはこの地震にᑐして、地震Ἴ検知から4.7⛊後の07時30ศ26.5⛊に⥭ᛴ地震㏿報（㆙報）を発表

した。
この地震は、発震機ᵓ（CMT解）がす໭す㸫ᮾ南ᮾ方向に圧力㍈をᣢつ㏫᩿ᒙᆺで、ኴᖹὒプレートと

㝣のプレートの境界で発生した。
今回の地震の震ኸ࿘㎶では、㸴᭶25᪥௨降㸴᭶30᪥までに震度１௨上を観測した地震が21回（震度㸴

ᙉ㸸１回、震度㸳ᙅ㸸１回、震度４㸸１回、震度３㸸２回、震度２㸸１回、震度１㸸15回）発生するな
ど、地震活動は⥅続している。
この地震により、㈇യ⪅17ேなどの⿕ᐖが生ࡌた（2026年㸵᭶㸴᪥14時00ศ現在）。
この地震による⿕ᐖ状ἣを表１㸫１に、㸴᭶25᪥௨降の᭱大震度ู地震回ᩘ表を表１㸫２に、震度１

௨上の᪥ู地震回ᩘグラフをᅗ１㸫１に、୺な地震活動の地震回ᩘẚ㍑をᅗ１㸫２に、Ẽ㇟ᗇཬびྛ地
のẼ㇟ྎが発表した୺な情報ཬび報㐨発表を表１㸫３ཬび表１㸫４に示す。

㒔㐨ᗓ県ྡ

ே 的 ⿕ ᐖ ఫ ᐙ ⿕ ᐖ

Ṛ者
行方

୙᫂者

㈇ യ 者
඲壊 ༙壊

一部
破ᦆ㔜യ ㍍യ

ே ே ே ே Ჷ Ჷ Ჷ

㟷᳃県 1 14 45

ᒾᡭ県 2 8

合  計 3 14 53

表㸯㸫㸯 ᒾᡭ県Ἀの地震による⿕ᐖ≧ἣ㸦ὀ㸱㸧

㸦2026年㸵月㸴日 14時 00 分現在、総ົ┬ᾘ防庁による㸧

（ὀ１）ᅜᅵ஺㏻┬港‴ᒁの観測᪋タ。
（ὀ２）観測್はᬻ定್。
（ὀ３）㸴᭶ 25 ᪥ 07時 30 ศのᒾ手┴Ἀの地震による⿕ᐖ、ཬび㸴᭶ 28 ᪥ 05時 21 ศの

ᒾ手┴Ἀの地震による⿕ᐖの୧方を含む。
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月別

1 2 3 4 5弱 5強 6弱 6強 7 回数 累計
4/20 - 30 27 7 3 0 0 1 0 0 0 38 38 16時以降
5/1 - 31 12 3 1 0 0 0 0 0 0 16 54
6/1 - 30 19 3 2 1 1 0 0 1 0 27 81
7/1 - 8 5 2 2 1 0 0 0 0 0 10 91

総計 63 15 8 2 1 1 0 1 0

時間別

1 2 3 4 5弱 5強 6弱 6強 7 回数 累計
6/25 8 1 0 1 0 0 0 1 0 11 11
6/26 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2 13
6/27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13
6/28 3 0 0 0 1 0 0 0 0 4 17
6/29 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 18
6/30 2 0 1 0 0 0 0 0 0 3 21
7/1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 2 23
7/2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 24
7/3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 26
7/4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 27
7/5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 27
7/6 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 28
7/7 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 29
7/8 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2 31

総計 20 3 4 2 1 0 0 1 0

91

【令和８年４月20日16時以降の月別発生回数】

最大震度別回数
震度１以上を
観測した回数 備考

（注）掲載している値は速報のもので、その後の調査で変更する場合があります。

表１ー２　４月20日からの三陸沖から岩手県沖にかけての地震活動の最大震度別地震回数表

令和８年７月８日24時現在

震度１以上の最大震度別地震回数表（2026年４月20日16時～７月８日24時）

31

備考
最大震度別回数

震度１以上を
観測した回数

【令和８年６月25日以降の日別発生回数】
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（令和８年４月20日16時～７月８日24時、震度１以上の地震）

震度１

震度２
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震度４
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回数（回）

0

2

4

6

8

10

12

6/
25

6/
26

6/
27

6/
28

6/
29

6/
30 7/

1

7/
2

7/
3

7/
4

7/
5

7/
6

7/
7

7/
8

（令和８年６月25日00時～７月８日24時、震度１以上の地震 ）

震度１

震度２

震度３

震度４

震度５弱

震度５強

震度６弱

震度６強

震度７

回数（回）

気象庁作成

図１－１ ４月20日からの三陸沖から岩手県沖にかけての地震活動の最大震度別地震回数
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Ẽ㇟庁సᡂ

㸦㸰㸧地震活動
㸬地震の発生ሙ所のヲ⣽ཬび地震の発生≧ἣ࢔

㸴᭶ 25 ᪥ 07 時 30 ศにᒾ手┴Ἀの῝さ 44km で M7.2（᭱大震度㸴ᙉ）の地震が発生した。この地震
は、発震機ᵓ（CMT 解）がす໭す㸫ᮾ南ᮾ方向に圧力㍈をᣢつ㏫᩿ᒙᆺで、ኴᖹὒプレートと㝣のプ
レートの境界で発生した。今回の地震の震ኸ࿘㎶では、2025 年 11 ᭶４᪥から୕㝣Ἀでまとまった地
震活動が見られるようになり、2025 年 11 ᭶㸷᪥に M6.9 の地震（᭱大震度４）が発生した。また、
M6.9 の地震の໭すഃで 2026 年４᭶ 20 ᪥に M7.7 の地震（᭱大震度㸳ᙉ）が発生し、地震活動域がさ
らに໭すഃに広がった。今回の地震は、これらの活動域の໭す➃で発生しており、今回の地震の震※
௜近では、㸴᭶ 28 ᪥に M6.1（᭱大震度㸳ᙅ）の地震が発生するなど、活発な地震活動は⥅続してい
る。なお、㡿域㹟の໭ഃでは、2025 年 12 ᭶㸶᪥に㟷᳃┴ᮾ方Ἀで M7.5（᭱大震度㸴ᙉ）の地震が発
生するなど、地震活動が見られている。

1994 年 12 ᭶௨降の活動を見ると、今回の地震の震ኸ௜近では、1995 年１᭶㸵᪥に M7.2（᭱大震度
㸳、「ᖹ成㸴年（1994 年）୕㝣はるかἈ地震」の᭱大వ震）の地震が発生している。

㹟

㹠

今回の地震

㸿
㹀

ᒾᡭ県

図㸰―㸰 領域㹟の断面図㸦㸿㸫㹀ᢞᙳ㸧
㸦2020 年㸷月㸯日㹼2026 年㸴月 30 日、
深さ㸮㹼140km、MӍ2.0㸧

今回の地震

図㸰―㸯 震ኸ分布図
㸦1994 年 12 月㸯日㹼2026 年㸴月 30 日、

深さ㸮㹼140km、MӍ3.0㸧
1994年12月㸯日㹼1995年㸯月31日ࠐ
2025年11月㸯日㹼2026年㸲月19日ࠐ
2026年㸲月20日㹼2026年㸴月24日ࠐ
2026年㸴月25日以降ࠐ
の௚のᮇ間ࡑࠐ

図中の発震ᶵᵓはCMT解を示す

㸿        㹀

図㸰―㸱 領域㹠ෆの㹋㸫㹒図
ཬび回ᩘ✚算図

平ᡂ㸴年(1994ࠕ 年)
୕㝣はるかἈ地震ࠖ

平ᡂ㸴年(1994ࠕ 年)
୕㝣はるかἈ地震ࠖ

の᭱大వ震

㟷᳃県
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Ẽ㇟庁సᡂ

図㸰㸫㸶 発震ᶵᵓ分布図㸦ᕥ㸧、発震ᶵᵓのᅽ力㍈の分布㸦ྑ㸧
ᮇ間㸸1997年10月㸯日㹼2026年㸴月30日、深さ㸸㸮㹼100km、㹋Ӎ4.0、発震ᶵᵓはCMT解による㸦震源の఩⨨に
表示㸧。㏫断層ᆺの地震を㟷Ⰽ、ṇ断層ᆺの地震を赤Ⰽ、ᶓࡎれ断層ᆺの地震を⥳Ⰽで表示㸦Frohlich (2001)に
よる分㢮㸧。

ᶓࡎれ断層ᆺ

ṇ断層ᆺ ㏫断層ᆺ

今回の地震
㸦M7.2㸧

໭

ᮾす

今回の地震
㸦M7.2㸧

今回の地震
㸦M7.2㸧

㸬発震ᶵᵓ࢖
1997年10᭶௨降に発生した地震の発震機ᵓ（CMT解）ศᕸཬび発震機ᵓの圧力㍈のศᕸをᅗ２㸫㸶

に示す。また、ᅗ２㸫㸶の㡿域㹢内の地震の発震機ᵓのᆺのศᕸཬび圧力㍈の向きのศᕸをᅗ２㸫㸷
に示す。
今回の地震の震ኸ௜近では、㏫᩿ᒙᆺの地震が多く見られ、発震機ᵓの圧力㍈の向きはす໭す㸫ᮾ

南ᮾ方向の地震が多い。今回の地震（M7.2）は、発震機ᵓがす໭す㸫ᮾ南ᮾ方向に圧力㍈をᣢつ㏫᩿
ᒙᆺであり、これまでの地震のഴ向と調和的である。

図㸰㸫㸷 図㸰㸫㸶の領域㹢ෆの地震の発震ᶵᵓのᆺの分布㸦ᕥ㸧ཬび発震ᶵᵓのᅽ力㍈の方఩分布㸦ྑ㸧
発震ᶵᵓのᆺの分布は、㏫断層ᆺの地震を㟷Ⰽ、ṇ断層ᆺの地震を赤Ⰽ、ᶓࡎれ断層ᆺの地震を⥳Ⰽで表示㸦Frohlich 
(2001)による分㢮㸧。

㹢 㹢

ᒾ
ᡭ
県

ᒾ
ᡭ
県
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Ẽ㇟庁సᡂ

2026年㸴月25日 ᒾᡭ県Ἀの地震で観測したὠἼ

ᒾ手┴のஂឿ港（ᅜᅵ஺㏻┬港‴ᒁ)で16੉の津Ἴを観測するなど、㟷᳃┴とᒾ手┴のኴᖹὒἢ岸
において津Ἴを観測した。なお、Ẽ㇟ᗇはこの地震にᑐして、㸴᭶25᪥07時39ศに໭海㐨ኴᖹὒἢ
岸中部、㟷᳃┴ኴᖹὒἢ岸ཬびᒾ手┴に津Ἴ予報（ⱝᖸの海㠃変動）を発表した。津Ἴ観測್(ᬻ定
್)は௨ୗのとおり。

㒔㐨ᗓ県 観測Ⅼྡ 所ᒓ

➨一Ἴ ᭱大Ἴ

฿㐩時้ 発現時้
高さ㹙੉㹛

日 時 分 日 時 分

㟷᳃┴
むつᑠᕝཎ港 ᅜᅵ஺㏻┬港‴ᒁ 25 07 57 25 09 01 5 

ඵᡞ港 ᅜᅵ஺㏻┬港‴ᒁ 25 - - 25 10 25 8 

ᒾ手┴ ஂឿ港 ᅜᅵ஺㏻┬港‴ᒁ 25 07 53 25 09 28 16

-は್がỴ定できないことを示す。

観測್は、ᡤᒓ機関の観測ἼᙧデータをもとにẼ㇟ᗇが検測した್。⢭査により変更されるሙ合がある。

᭱大Ἴ➨一Ἴ

ὠἼ観測値㸦2026 年㸴月 25 日、暫定値㸧

ὠἼの測り方の模ᘧ

ὠἼを観測した地Ⅼ

 )はᅜᅵ஺通┬ ‴ᒁの所ᒓであることを示す。

ὠἼの観測値の測り方を示す。

平ᖖ₻఩

᭱大の高さの

発現時้

➨一Ἴの

฿㐩時้

᭱大の高さ
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図㸵㸫㸱 ὠἼἼᙧ㸦2026 年㸴月 25 日 07 時から 12 時ࡲで㸧

⦪㍈の༢఩は cm。 )はᅜᅵ஺通┬ ‴ᒁの所ᒓであることを表す。

図㸵㸫㸱 ὠἼἼᙧ㸦2026 年㸴月 25 日 07 時から 12 時ࡲで㸧

⦪㍈の༢఩は cm。 )はᅜᅵ஺通┬ ‴ᒁの所ᒓであることを表す。

ὠἼἼᙧ㸦2026 年㸴月 25 日 07 時から 12 時ࡲで㸧

⦪㍈の༢఩は cm。 )はᅜᅵ஺通┬ ‴ᒁの所ᒓであることを表す。
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㸵月㸯日、14日 ᒾᡭ県Ἀの地震
㸦2025年11月以降の୕㝣Ἀからᒾᡭ県Ἀにかけての地震活動㸧

領域㹠ෆの㹋㸫㹒図ཬび回ᩘ✚算図

今回の地震ղ今回の地震ձ

㹠

㹀㸿 㹀㸿

領域㹟ෆの断面図㸦㸿㸫㹀ᢞᙳ㸧
㸦2020 年㸷月㸯日㹼2026 年㸵月 31 日、MӍ2.0㸧

平ᡂ㸴年(1994ࠕ 年)
୕㝣はるかἈ地震ࠖ

の᭱大వ震

平ᡂ㸴年(1994ࠕ 年)
୕㝣はるかἈ地震ࠖ

今回の地震ձ 今回の地震ղ

㟷᳃県

海
⁁
㍈

㹀
㸿

㹟

震ኸ分布図
㸦1994年12月㸯日㹼2026年㸵月31日、深さ㸮㹼140km、MӍ3.0㸧

1994年12月㸯日㹼1995年㸯月31日ࠐ 1995年㸰月㸯日㹼2025年10月31日ࠐ

2025年11月㸯日㹼2026年㸲月19日ࠐ 2026年㸲月20日㹼2026年㸴月24日ࠐ

2026年㸴月25日以降       図中の発震ᶵᵓはCMT解を示すࠐ

震ኸ分布図

2026年㸵᭶１᪥21時08ศにᒾ手┴Ἀの῝さ40kmでM6.1の地震（᭱大震度４、今回の地震①）が発生
した。また、㸵᭶14᪥17時07ศにࡰ࡯同ࡌ震ኸの῝さ39kmでM5.0の地震（᭱大震度３、今回の地震②）
が発生した。これらの地震は、ኴᖹὒプレートと㝣のプレートの境界で発生した。これらの地震の発
震機ᵓ（CMT解）はᮾす方向に圧力㍈をᣢつᆺである。

2020年㸷᭶௨降の活動を見ると、今回の地震の震※௜近（㡿域㹠）では、2025年11᭶４᪥からまと
まった地震活動が見られるようになり、11᭶㸷᪥にM6.9の地震（᭱大震度４）が発生した。その後、
この地震の໭すഃで2026年４᭶20᪥にM7.7の地震（᭱大震度㸳ᙉ）が発生すると、地震活動はさらに
活発となった。さらに2026年㸴᭶25᪥にはM7.2の地震（᭱大震度㸴ᙉ）が発生し、その近ഐで今回の
地震が発生した。

2025年11᭶௨降の活動を見ると、今回の地震の震ኸ࿘㎶（㡿域㹡）では、2026年４᭶20᪥に発生し
たM7.7の地震௨降、地震活動域が໭すഃに広がっている。この活動域の໭す➃で2026年㸴᭶25᪥に
M7.2の地震が発生し、その後１㐌間௨内にM6.0௨上の地震が２回発生した（㸴᭶28᪥M6.1、㸵᭶１᪥
M6.1）。㡿域㹡では、2026年㸵᭶１᪥から31᪥までに震度１௨上を観測する地震が17回（震度４㸸１
回、震度３㸸３回、震度２㸸３回、震度１㸸10回）発生するなど、活発な地震活動が⥅続している。

1994年12᭶௨降の活動を見ると、今回の地震の震ኸ௜近では、1995年１᭶㸵᪥にM7.2の地震（᭱大
震度㸳、「ᖹ成㸴年（1994年）୕㝣はるかἈ地震」の᭱大వ震）が発生している。
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領域㹡ෆの㹋㸫㹒図ཬび回ᩘ✚算図

໭

南

ᮾす

(2026 年㸴月 25 日㹼㸵月 31 日)

震ኸ分布図ཬび領域㹡ෆの時空間分布図
㸦2025年11月㸯日㹼2026年㸵月31日、

深さ㸮㹼80km、MӍ2.0㸧
2025年11月㸯日㹼2026年㸲月19日ࠐ

2026年㸲月20日㹼2026年㸴月24日ࠐ

2026年㸴月25日以降ࠐ

図中の発震ᶵᵓはCMT解を示す

2025年11月9日
M6.9

2026年4月20日
M7.7

2026年6月25日
M7.2

2026年6月28日
M6.1

㸦南໭ᢞᙳ㸧

㸦ᮾすᢞᙳ㸧

㹡

今回の地震ձ

今回の地震ձ

今回の地震 今回の地震ղ

2026年7月1日
M6.1

今回の地震ղ

ᒾᡭ県

2026年7月14日
M5.0
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震ኸ分布図
㸦1885年㸯月㸯日㹼2026年㸵月31日、

深さ㸮㹼100km、MӍ6.0㸧
1968年㸳月16日㹼1968年㸵月31日ࠐ 1994年12月28日㹼1995年㸯月31日ࠐ     2025年11月㸯日以降ࠐ

上記以እのᮇ間ࠐ

㹢

᫂἞୕㝣地震

Ṛ者 21,959 ே

᫛和୕㝣地震

Ṛ者࣭行方୙᫂者

3,064 ே

今回の地震ձ

1968ࠕ 年༑຾Ἀ地震ࠖ

Ṛ者 52 ே

1968ࠕ 年༑຾Ἀ地震ࠖ
の᭱大వ震

平ᡂ㸴年(1994ࠕ 年)
୕㝣はるかἈ地震ࠖ

の᭱大వ震

平ᡂ㸴年(1994ࠕ 年)

୕㝣はるかἈ地震ࠖ

Ṛ者㸱ே

平ᡂࠕ 15 年㸦2003 年㸧
༑຾Ἀ地震ࠖ

Ṛ者㸯ே、行方୙᫂者㸯ே

領域㹢ෆの㹋㸫㹒図

ͤ㸯Ᏹὠᚨ἞㸪日本付近のM6.0以上の地震ཬび⿕ᐖ地震の表㸸1885年㹼1980年㸪震研ᙡ報㸪57㸪401-463㸪1982.

Ᏹὠᚨ἞㸪日本付近のM6.0以上の地震ཬび⿕ᐖ地震の表㸸1885年㹼1980年㸦ゞṇと追加㸧㸪震研ᙡ報㸪60㸪639-642㸪1985.

ⱴ㔝一㑻࣭Ᏹὠᚨ἞㸪日本の୺な地震の表㸪ࠕ地震の事඾ࠖ➨㸰∧㸪ᮅ಴᭩ᗑ㸪2001㸪657pp㸬

1885年௨降の活動をみると、今回の地震の震ኸ࿘㎶（㡿域㹢）は、㹋㸵を㉸えるつᶍの大きな地震
が度ࠎ発生するなど、地震活動が活発な㡿域である。1896年㸴᭶15᪥にはM8.2の地震（明἞୕㝣地震）
が発生し、Ṛ⪅21,959ேなどの⏒大な⿕ᐖとなった（⿕ᐖは「᪥ᮏ⿕ᐖ地震⥲ぴ」による」）。

㟷᳃県

震源せ⣲は、1885㹼1918年はⱴ㔝࣭Ᏹὠ㸦2001㸧、Ᏹὠ㸦1982、1985㸧によるͤ㸯。
⿕ᐖは、ࠕ日本⿕ᐖ地震総ぴࠖによる。
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2026-06-25 M7.2

2026-06-28 M6.1

05-01 06 11 16 21 26 06-01 06 11 16 21 26 07-01

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

ｍ187.80373-：値準基西東　)851059(市種→)101059(払猿)1(

2026-06-25 M7.2

2026-06-28 M6.1

05-01 06 11 16 21 26 06-01 06 11 16 21 26 07-01

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

ｍ327.406745-：値準基北南　)851059(市種→)101059(払猿)1(

2026-06-25 M7.2

2026-06-28 M6.1

05-01 06 11 16 21 26 06-01 06 11 16 21 26 07-01

㎝
6

4

2

0

-2

-4

-6

ｍ668.31：値準基高比　)851059(市種→)101059(払猿)1(

期間: 2026-05-01〜2026-07-01 JST

2026-06-25 M7.2

2026-06-28 M6.1

05-01 06 11 16 21 26 06-01 06 11 16 21 26 07-01

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

(2) 猿払(950101)→Ｓ洋野(07S063)　東西 基準値：-32128.494ｍ

2026-06-25 M7.2

2026-06-28 M6.1

05-01 06 11 16 21 26 06-01 06 11 16 21 26 07-01

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

(2) 猿払(950101)→Ｓ洋野(07S063)　南北 基準値：-559039.397ｍ

2026-06-25 M7.2

2026-06-28 M6.1

05-01 06 11 16 21 26 06-01 06 11 16 21 26 07-01

㎝
6

4

2

0

-2

-4

-6

ｍ043.301：値準基高比　)360S70(野洋Ｓ→)101059(払猿)2(

期間: 2026-05-01〜2026-07-01 JST

05-01 06 11 16 21 26 06-01 06 11 16 21 26 07-01

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

05-01 06 11 16 21 26 06-01 06 11 16 21 26 07-01

㎝
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-2
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05-01 06 11 16 21 26 06-01 06 11 16 21 26 07-01

㎝
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-3

05-01 06 11 16 21 26 06-01 06 11 16 21 26 07-01

㎝
6
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0

-2

-4

-6
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国土地理院

岩手県沖の地震(6月25日 M7.2)前後の観測データ(暫定)
地殻変動(上下)

震央

固定局:猿払(950101)（北海道）

観測局（グラフ表示）

基準期間:2026-06-22〜2026-06-23[R5.1:速報解]
比較期間:2026-06-26〜2026-06-27[R5.1:速報解]

42°

41°

40°

39°

138° 139° 140° 141° 142° 143° 144° 145°

2026-06-25 M7.2

2026-06-28 M6.1

07S063
Ｓ洋野

950158
種市

-1.4㎝

-1.2㎝

1㎝

：電子基準点

：民間等電子基準点

※民間等電子基準点：株式会社NTTドコモ
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国土地理院 

岩手県沖の地震（6 月 25 日 M7.2）の震源断層モデル（暫定） 

基準期間: 2026 年 6 月 17 日 09:00－2026 年 6月 24 日 08:59 JST（速報（R5.1）解） 
比較期間: 2026 年 6 月 25 日 09:00－2026 年 6月 28 日 08:59 JST（速報（R5.1）解） 
固定局: 猿払 (950101) 

図１ 推定された震源断層モデル．矩形実線は震源断層モデルを地表に投影した位置で，太い実線が断

層上端．黒及び赤色の矢印はそれぞれ電子基準点の水平方向の観測値及び計算値．水色及び橙色

の矢印はそれぞれ民間等電子基準点＊の水平方向の観測値及び計算値．黒等値線は 1968 年十勝沖

地震，青等値線は平成 6 年（1994 年）三陸はるか沖地震のアスペリティ（永井・他, 2001）．黒

破線の四角は，令和 7 年 12 月 8 日に発生した青森県東方沖の地震，令和 8 年 4 月 20 日に発生し

た三陸沖の地震及び令和 8 年 5 月 15 日に発生した宮城県沖の地震の矩形断層モデル．赤破線の四

角は、平成 6 年（1994 年）三陸はるか沖地震の矩形断層モデル.緑破線の四角は，平成 7 年 1 月 7

日に発生した平成 6 年（1994 年）三陸はるか沖地震の最大余震の矩形断層モデル．黄色の☆印は

今回の地震の震央，白抜きの星印は過去の地震の震央，点は本震発生以降から 6/26 23:59 までに

発生した震源（気象庁一元化震源を使用）． 

＊民間等電子基準点：株式会社 NTT ドコモ 

表１ 推定された震源断層モデルパラメータ 

VR は 77.8%． 

マルコフ連鎖モンテカルロ（MCMC）法を用いてモデルパラメータを推定した．

位置は断層の左上端を示す．括弧内は誤差（1σ）を示す．

Mwと断層長さ・断層幅の関係をスケーリング則（Strasser et al. 2010）で拘束．

Mwの計算においては，剛性率を 40 GPa と仮定．

緯度

[ °] 
経度

[ °] 
上端深さ 

[ km ] 
長さ

[ km ] 
幅

[ km ] 
走向

[ °] 
傾斜

[ °] 
すべり角 

[ °] 
すべり量 

[ m ] 
Mw 

40.343 
(0.054) 

142.537 
(0.087) 

28.65 
(8.10) 

22.3 
(4.5) 

33.6 
(1.3) 

184.2 
(13.6) 

30.1 
(7.9) 

78.5 
(16.1) 

0.85 
(0.16) 

6.87 
(0.08) 

A 
B 
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国土地理院 

【参考１】鉛直方向の変位及び断面図 

（左図）推定された震源断層モデル．矩形実線は震源断層モデルを地表に投影した位置で，太い実線が断

層上端．黒及び赤色の矢印はそれぞれ電子基準点の鉛直方向の観測値及び計算値．水色及び橙色

の矢印はそれぞれ民間等電子基準点＊の鉛直方向の観測値及び計算値．黒等値線は 1968 年十勝沖

地震，青等値線は平成 6 年（1994 年）三陸はるか沖地震のアスペリティ（永井・他, 2001）．黒破

線の四角は，令和 7 年 12 月 8 日に発生した青森県東方沖の地震，令和 8 年 4 月 20 日に発生した

三陸沖の地震及び令和 8 年 5 月 15 日に発生した宮城県沖の地震の矩形断層モデル．赤破線の四角

は、平成 6 年（1994 年）三陸はるか沖地震の矩形断層モデル.緑破線の四角は，平成 7 年 1 月 7 日

に発生した平成 6 年（1994 年）三陸はるか沖地震の最大余震の矩形断層モデル．黄色の☆印は今

回の地震の震央，白抜きの星印は過去の地震の震央，点は本震発生以降から 6/26 23:59 までに発

生した震源（気象庁一元化震源を使用）． 

（右図）傾斜方向(A-B)に射影した断層面（太線）及び震源分布（薄い黒丸）．傾き下がる方向が正．破線

はプレート境界面（Nakajima and Hasegawa 2006, Kita et al. 2010）． 

＊民間等電子基準点：株式会社 NTT ドコモ 

【参考２】事後確率分布（コーナープロット） 

A B 

B 
A 
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国土地理院

本解析で使用したデータは、JAXAとの協定及び地震活動SAR解析ワーキンググループの活動を通して得られたものです。
対流圏遅延補正には、気象庁数値予報格子点データを使用しています。

2026年5月29日～2026年6月26日

ノイズレベルを超える変動は見られません。

背景：地理院地図標準地図・陰影起伏図・傾斜量図

「だいち４号」観測データのSAR干渉解析による
岩手県沖の地震（2026年6月25日）に伴う地殻変動

* U：高分解能(3m)モード

△ 国土地理院GNSS観測点

Analysis by GSI from ALOS-4 raw data of JAXA

2026-05-29
（だいち４号）1回目観測日

2026-06-26
（だいち４号）2回目観測日

11:41頃観測時刻
28日間取得間隔
南行衛星進行方向
右(西)電波照射方向
U-U観測モード*
34.6°入射角

HH偏波
+ 272 m垂直基線長

震央 2026-06-25 07:30
深さ44km M7.2（気象庁発表）

衛星進行方向

電波照射方向
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㸴月 16 日 Ⲉ城県南部の地震

2026 年㸴᭶ 16 ᪥ 19 時 46 ศにⲈᇛ┴南部
の῝さ 50km で M5.5 の地震（᭱大震度㸳ᙅ）
が発生した。この地震は、発震機ᵓが໭す㸫
南ᮾ方向に圧力㍈をᣢつ㏫᩿ᒙᆺで、フ࢕リ
ン海プレートと㝣のプレートの境界で発ࣆ
生した。この地震で、㈇യ⪅２ே、ఫᐙ一部
破ᦆ 20 Ჷの⿕ᐖが生ࡌた（⿕ᐖは、㸴᭶ 24
᪥ 14 時 00 ศ現在、⥲ົ┬ᾘ㜵ᗇによる）。

1997 年 10 ᭶௨降の活動をみると、今回の
地震の震※௜近（㡿域㹠）は㹋㸳௨上の地震
が時ࠎ発生しており、「ᖹ成 23 年（2011 年）
ᮾ໭地方ኴᖹὒἈ地震」（௨ୗ、「ᮾ໭地方ኴ
ᖹὒἈ地震」）発生௨降は、より地震活動が活
発になっている。2014 年㸷᭶ 16 ᪥には M5.6
の地震（᭱大震度㸳ᙅ）が発生し、㈇യ⪅㸷
ேなどの⿕ᐖが生ࡌた（⿕ᐖは⥲ົ┬ᾘ㜵ᗇ
による）。

1919 年௨降の活動をみると、今回の地震の
震ኸ࿘㎶（㡿域㹡）では、M6.0 ௨上の地震が
時ࠎ発生している。また、1996 年 12 ᭶ 21 ᪥
の地震（M5.6、᭱大震度㸳ᙅ）、2014 年㸷᭶
16 ᪥の地震（M5.6、᭱大震度㸳ᙅ）と、今回
の地震と同⛬度のつᶍの地震がࡰ࡯同ࡌሙ
ᡤで発生している。

震ኸ分布図
㸦1997 年 10 月㸯日㹼2026 年㸴月 30 日、

深さ㸮㹼120km、MӍ2.0㸧
2026 年㸴月の地震を赤Ⰽで表示

㹟

震ኸ分布図
㸦1919 年㸯月㸯日㹼2026 年㸴月 30 日、

深さ㸮㹼120km、MӍ5.0㸧
2026 年㸴月の地震を赤Ⰽで表示

領域㹡ෆの㹋㸫㹒図

領域㹠ෆの㹋㸫㹒図ཬび回ᩘ✚算図

㹠

㸿

今回の地震

㹀

ᮾ໭地方ኴ平ὒἈ地震ࠖ発生ࠕ

㹡

༓ⴥ県

Ⲉ城県

༓ⴥ県

Ⲉ城県

今回の地震

㸿 㹀㸿 㹀㹀㹀
領域㹟ෆの断面図㸦㸿㸫㹀ᢞᙳ㸧

今回の地震

ᰣᮌ県

㹡
ᇸ⋢県
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2026年㸴月26日 ᒣ᲍県ᮾ部࣭ᐩኈ஬†の地震

㸦㸯㸧ᴫせ
2026年㸴᭶26᪥22時28ศにᒣ᲍┴ᮾ部・ᐩኈ஬†の῝さ20kmでM5.6の地震が発生し、ᒣ᲍┴ᐩኈἙཱྀ

†⏫で震度㸴ᙅを観測した࡯か、ᮾ໭地方から中ᅜ地方にかけて震度㸳ᙉ～１を観測した。また、⚄ዉ
ᕝ┴ཬびᒣ᲍┴୪びに㟼ᒸ┴で長࿘期地震動㝵⣭１を観測した。
Ẽ㇟ᗇはこの地震にᑐして、地震Ἴ検知から6.6⛊後の22時29ศ09.4⛊に⥭ᛴ地震㏿報（㆙報）を発表

した。
この地震の発震機ᵓは໭す㸫南ᮾ方向に圧力㍈をᣢつ㏫᩿ᒙᆺである。
今回の地震の震ኸ࿘㎶では、㸴᭶26᪥௨降㸴᭶30᪥までに震度１௨上を観測した地震が㸷回（震度㸴

ᙅ㸸１回、震度３㸸１回、震度１㸸㸵回）発生するなど、地震活動は⥅続している。
この地震により、㈇യ⪅22ேの⿕ᐖが生ࡌた（2026年㸵᭶㸴᪥現在）。
この地震による⿕ᐖ状ἣを表１㸫１に、Ẽ㇟ᗇཬびྛ地のẼ㇟ྎが発表した୺な情報ཬび報㐨発表を

表１㸫２ཬび表１㸫３に示す。

㒔㐨ᗓ県ྡ

ே 的 ⿕ ᐖ ఫ ᐙ ⿕ ᐖ

Ṛ者
行方

୙᫂者

㈇ യ 者
඲壊 ༙壊

一部
破ᦆ㔜യ ㍍യ

ே ே ே ே Ჷ Ჷ Ჷ

ᇸ⋢県 2

ᮾி㒔 6

⚄奈ᕝ県 3

ᒣ᲍県 8

静岡県 3

合  計 22

表㸯㸫㸯 ᒣ᲍県ᮾ部࣭ᐩኈ஬†の地震による⿕ᐖ≧ἣ
㸦2026年㸵月㸴日 14時 00 分現在、総ົ┬ᾘ防庁による㸧
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㸦㸰㸧地震活動
㸬᭱近の地震活動࢔
2026年㸴᭶26᪥22時28ศにᒣ᲍┴ᮾ部・ᐩኈ஬†の῝さ20kmでM5.6の地震が発生した。この地震の発

震機ᵓは໭す㸫南ᮾ方向に圧力㍈をᣢつ㏫᩿ᒙᆺであり、フ࢕リࣆン海プレートが㝣のプレートに⾪✺
することに起ᅉする地震と⪃えられる。
1997年10᭶௨降の活動をみると、今回の地震の震※௜近（ᅗ２㸫２の㡿域㹠）ではM4.0௨上の地震が

時ࠎ発生している。2012年１᭶28᪥には῝さ18kmでM5.4の地震（᭱大震度㸳ᙅ）、2021年12᭶３᪥には῝
さ19kmでM4.8の地震（᭱大震度㸳ᙅ）、さらに、2024年㸶᭶㸷᪥には῝さ13kmでM5.3の地震（᭱大震度㸳
ᙅ）が発生した。

図㸰㸫㸯 震ኸ分布図
㸦1997年 10月㸯日㹼2026 年㸴月 30日、深さ㸮㹼60km、MӍ2.0㸧

2026年㸴月 26 日以降の地震を赤Ⰽで表示

図㸰㸫㸰 領域㹟ෆの断面図㸦㸿㸫㹀ᢞᙳ㸧

㹟

ᒣ᲍県今回の地震

静岡県

⚄奈ᕝ県

ᮾி㒔

㸿

㹀

図㸰㸫㸱 領域㹠ෆの M-T図ཬび回ᩘ✚算図

㹠

今回の地震

㸿 㹀

震ኸ分布図中のⲔⰍ線は、地震調査研究᥎進本部の㛗ᮇ評価による活断層を示す。
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今回の地震の震ኸ௜近（㡿域㹡）で過去に発生したM5.0前後の地震（2012年、2021年、2024年、今回）
の震ኸศᕸやM-Tᅗのẚ㍑をᅗ２㸫４に示す。

2026年 6 月 26 日㸫7月 2日 MӍ0.5 

2021 年
ᒣ᲍県ᮾ部࣭ᐩኈ஬†
㸦M4.8, ᭱大震度㸳ᙅ㸧

2021年 12 月 3 日㸫12月 9日 MӍ0.5

2024 年
⚄奈ᕝ県す部

㸦M5.3, ᭱大震度㸳ᙅ㸧

㸦⅊Ⰽのࣁッࢳは、震源データのᮇ間እ㸧

2024年 8 月 9 日㸫8月 15日 MӍ0.5 

M-T図

2012年 1 月 28 日㸫2月 3日 MӍ0.5 

図㸰㸫㸲 1997年 10月以降に発生した M5.0前後の地震の震ኸ分布図ཬび M-T図

2012 年
ᒣ᲍県ᮾ部࣭ᐩኈ஬†
㸦M5.4,᭱大震度㸳ᙅ㸧

震ኸ分布図中のⲔⰍᐇ線
は地震調査研究᥎進本部
の㛗ᮇ評価による活断層
を示す

2026 年
ᒣ᲍県ᮾ部࣭ᐩኈ஬†
㸦M5.6, ᭱大震度㸴ᙅ㸧

M-T図

M-T図

M-T図

平ᒣ㸫ᯇ⏣໭断層帯 ᅜᗓὠ㸫ᯇ⏣断層帯

ఀ
ໃ
ཎ
断
層

平ᒣ㸫ᯇ⏣໭断層帯平ᒣ㸫ᯇ⏣໭断層帯平ᒣ㸫ᯇ⏣໭断層帯
ᅜᗓὠ㸫ᯇ⏣断層帯

ఀ
ໃ
ཎ
断
層

日㸫2月 3日

平ᒣ㸫ᯇ⏣໭断層帯

MӍ0.5 MӍ

平ᒣ㸫ᯇ⏣໭断層帯平ᒣ㸫ᯇ⏣໭断層帯平ᒣ㸫ᯇ⏣໭断層帯平ᒣ㸫ᯇ⏣໭断層帯 ᅜᗓὠ㸫ᯇ⏣断層帯

ఀ
ໃ
ཎ
断
層

年 10月以降に発生した

ሷἑ断層帯ሷἑ断層帯
平ᒣ㸫ᯇ⏣໭断層帯平ᒣ㸫ᯇ⏣໭断層帯 ᅜᗓὠ㸫ᯇ⏣断層帯

ఀ
ໃ
ཎ
断
層

年 1 月 28 日㸫28 日㸫

平ᒣ㸫ᯇ⏣໭断層帯平ᒣ㸫ᯇ⏣໭断層帯
ሷἑ断層帯

ሷἑ断層帯

2024年 8 月 9

平ᒣ㸫ᯇ⏣໭断層帯ሷἑ断層帯

㹡

㹡

㹡

㹡
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図㸰㸫㸳 発震ᶵᵓ分布図㸦ᕥ㸧、発震ᶵᵓのᅽ力㍈の分布㸦ྑ㸧
ᮇ間㸸1997年10月㸯日㹼2026年㸴月30日、深さ㸸㸮㹼50km、㹋Ӎ3.5、発震ᶵᵓはึ動解による㸦震源の఩⨨に
表示㸧。㏫断層ᆺの地震を㟷Ⰽ、ṇ断層ᆺの地震を赤Ⰽ、ᶓࡎれ断層ᆺの地震を⥳Ⰽで表示㸦Frohlich (2001)に
よる分㢮㸧。

ᶓࡎれ断層ᆺ

ṇ断層ᆺ ㏫断層ᆺ

今回の地震
㸦M5.6㸧

໭

ᮾす

今回の地震
㸦M5.6㸧

今回の地震
㸦M5.6㸧

㸬発震ᶵᵓ࢖
1997年10᭶௨降に発生した地震の発震機ᵓศᕸཬび発震機ᵓの圧力㍈のศᕸをᅗ２㸫㸳に示す。ま

た、ᅗ２㸫㸳の㡿域㹢内の地震の発震機ᵓのᆺのศᕸཬび圧力㍈の向きのศᕸをᅗ２㸫㸴に示す。
今回の地震の震ኸ௜近では、㏫᩿ᒙᆺの地震が多く見られ、発震機ᵓの圧力㍈の向きは໭す㸫南ᮾ

方向の地震が多い。今回の地震（M5.6）は、発震機ᵓが໭す㸫南ᮾ方向に圧力㍈をᣢつ㏫᩿ᒙᆺであ
り、これまでの地震のഴ向と調和的である。

図㸰㸫㸴 図㸰㸫㸳の領域㹢ෆの地震の発震ᶵᵓのᆺの分布㸦ᕥ㸧ཬび発震ᶵᵓのᅽ力㍈の方఩分布㸦ྑ㸧
発震ᶵᵓのᆺの分布は、㏫断層ᆺの地震を㟷Ⰽ、ṇ断層ᆺの地震を赤Ⰽ、ᶓࡎれ断層ᆺの地震を⥳Ⰽで表示㸦Frohlich 
(2001)による分㢮㸧。

㹢 㹢

静岡県

ᒣ᲍県

⚄奈ᕝ県

ᮾி㒔

静岡県

ᒣ᲍県

⚄奈ᕝ県

ᮾி㒔
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࢘㸬過ཤの地震活動
1919 年௨降の活動をみると、今回の地震の震ኸ࿘㎶（㡿域㹣）では、大ṇ関ᮾ地震（1923年）後

10 年⛬度は M6.0 ௨上の地震が」ᩘ発生しており、それ௨降では 1983 年㸶᭶㸶᪥に発生した M6.0 の
地震（᭱大震度４）が発生し、Ṛ⪅ 1 ே、㈇യ⪅ 33 ேなどの⿕ᐖが生ࡌた（⿕ᐖは「᪥ᮏ⿕ᐖ地震
⥲ぴ」による）。

今回の地震

図㸰㸫㸵 震ኸ分布図
㸦1919年㸯月㸯日㹼2026 年㸴月 30日、深さ㸮㹼60km、MӍ5.0㸧

2026年㸴月 26 日以降の地震を赤Ⰽで表示

図㸰㸫㸶 図㸰㸫㸵の領域㹣ෆの㹋㸫㹒図

㹣

大ṇ㛵ᮾ地震

୹ἑ地震

震ኸ分布図中のⲔⰍ線は、地震調査研究᥎進本部の㛗ᮇ評価による活断層を示す。
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㸦㸱㸧震度と加速度
2026年㸴᭶26᪥22時28ศに発生した地震（M5.6）により、ᒣ᲍┴ᐩኈἙཱྀ†⏫で震度㸴ᙅを観測

した࡯か、⚟ᓥ┴、関ᮾ地方、中部地方、近␥地方ཬび㫽取┴で震度5ᙉ～１を観測した。この地震
の震度ศᕸᅗをᅗ３㸫１に、推計震度ศᕸᅗをᅗ３㸫２に、震度㸳ᙅ௨上を観測した地点の計測震
度ཬび᭱大ຍ㏿度を表３㸫１に示す。

㸺᥎計震度分布図にࡘいて㸼

地震の㝿に観測される震度は、ࡃࡈ近いሙ所でも地┙の㐪いなどにより㸯階⣭⛬度␗なることがある。ࡲた、このほか震度を᥎

計する㝿にもㄗ差が含ࡲれるたࡵ、᥎計された震度とᐇ㝿の震度が㸯階⣭⛬度ࡎれることがある。

このたࡵ、ಶࠎの࣓ッࣗࢩの఩⨨ࡸ震度の値ではなࡃ、大きな震度の面的なᗈがりල合とࡑのᙧ≧に╔┠して฼用されたい。

なお、この᥎計震度分布図は震度の⢭査後に෌సᡂしたものであり、地震発生┤後に発表したものとは一部␗なる。

ͤ本᥎計震度分布図は、地震発生ᙜ日にసᡂされたものである。

᥎計震度分布図ᣑ大図

観測Ⅼྡの㸨༳は、Ẽ㇟庁以እの震度観測Ⅼを示す。

ᐩኈἙཱྀ†⏫㛗὾㸨

図㸱㸫㸯 2026 年㸴月 26 日 22 時 28 分 ᒣ᲍
県ᮾ部࣭ᐩኈ஬†の地震㸦M5.6、᭱
大震度㸴ᙅ㸧の震度分布図

観測Ⅼྡの㸨༳は、Ẽ㇟庁以እの震度観測Ⅼを示す。
図中の㸩༳は震ኸを示す。

図㸱㸫㸰 2026 年㸴月 26 日 22 時 28 分 ᒣ᲍
県ᮾ部࣭ᐩኈ஬†の地震㸦M5.6、᭱
大震度㸴ᙅ㸧の᥎計震度分布図
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2026年㸳᭶20᪥11時46ศにἈ⦖ᮏᓥ近海（ἈỌ
良部ᓥ௜近）の῝さ50kmでM5.9の地震（᭱大震度
㸳ᙉ）が発生した。この地震は、発震機 （ɔCMT解）
が໭す㸫南ᮾ方向に圧力㍈をᣢつ㏫᩿ᒙᆺで、フ
ン海プレートと㝣のプレートの境界で発ࣆリ࢕
生した。この地震により、㈇യ⪅１ே、体⫱㤋の
ኳ஭࢘レタン࣎ーࢻのᔂⴠ、▼ᇉの一部ᔂⴠなど
の⿕ᐖが生ࡌた（ே的⿕ᐖは㸳᭶28᪥17時00ศ現
在、⥲ົ┬ᾘ㜵ᗇによる、その௚は㸳᭶21᪥現在、
㮵ඣᓥ┴による）。また、ࡰ࡯同ࡌሙᡤで31᪥10時
58ศにM3.9の地震（῝さ48km、᭱大震度３）が発
生した。
1994年10᭶௨降の活動をみると、今回の地震の

震※௜近（㡿域㹠）では、M5.0௨上の地震が時ࠎ
発生している。2016年㸷᭶26᪥にM5.6の地震（᭱
大震度㸳ᙅ）が発生している。
1919年௨降の活動をみると、今回の地震の震ኸ

࿘㎶（㡿域㹡）では㹋㸴⛬度の地震が時ࠎ発生し
ており、2008年㸵᭶㸶᪥の地震（M6.1、᭱大震度
㸳ᙅ）では、㮵ඣᓥ┴୚論⏫の࣍ࢸルでቨのⴠୗ、
▼⭯࣎ーࢻの破ᦆなど一部破ᦆが生ࡌた（⿕ᐖは
「᪥ᮏ⿕ᐖ地震⥲ぴ」による）。

震ኸ分布図
㸦1919年㸯月㸯日㹼2026 年㸳月 31日、

深さ㸮㹼90km、MӍ5.0㸧
2026 年㸳月の地震を赤Ⰽۑで表示

㸳月 20 日 Ἀ⦖本ᓥ近海㸦ἈỌⰋ部ᓥ付近㸧の地震

領域㹠ෆの㹋㸫㹒図ཬび回ᩘ✚算図

震ኸ分布図
㸦1994年 10月㸯日㹼2026 年㸳月 31日

深さ㸮㹼150km、MӍ2.5㸧
2026 年㸳月の地震を赤Ⰽۑで表示

図中の発震ᶵᵓは CMT 解

領域㹡ෆの㹋㸫㹒図

㸦このᮇ間は地震の検知⬟力が低い㸧

ᚨஅᓥ

㹟ἈỌⰋ部ᓥ

୚論ᓥ

Ἀ⦖ᓥ

዆⨾大ᓥ

海⁁㍈

今回の地震

今回の地震

今回の地震

䠝

䠞

዆⨾大ᓥ

ᚨஅᓥ

ἈỌⰋ部ᓥ
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西南日本の深部低周波微動・短期的スロースリップ
活動状況 （2026 年 5 月～ 7 月）その１

防災科学技術研究所資料

● 短期的スロースリップイベントを伴う顕著な微動活動：四国中部，6 月 8 日～ 17 日．
● 上記以外の主な微動活動：紀伊半島中部，6 月 11 日～ 17 日．紀伊半島南部，

5 月 16 日～ 21 日．四国東部，5 月 18 日～ 26 日．四国西部，5 月 2 日～ 8 日．
四国西部から豊後水道，7 月 30 日～ 8 月 7 日．

kmkm km

図 1. 西南日本における 2026 年 5 月～ 7 月の月毎の深部低周波微動活動．赤丸はエンベロープ相関・振幅ハイブリッ
ド法 (Maeda and Obara, 2009) およびクラスタ処理 (Obara et al.，2010) において，１時間毎に自動処理された微動分
布の重心である．青菱形は周期 20 秒に卓越する深部超低周波地震 (Ito et al., 2007) である．
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図 2. 2026 年 4 月 28 日～ 8 月 9 日の深部低周波微動（赤）および深部超低周波地震（青菱形）の時空間分布．
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図 3. 2006 年 8 月～ 2026 年 8 月 9 日までの深部低周波微動（赤）および深部超低周波地震（青菱形）の時空間分布．
緑太線は，傾斜変動から検出された短期的スロースリップイベント．
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推定すべり分布
（2022-01-01/2026-07-15）

観測値(黒)と計算値(白)の比較
（2022-01-01/2026-07-15）

モーメント時系列(試算)

GNSSデータから推定された東海地域の長期的ゆっくりすべり(暫定)
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S. Ozawa, H. Munekane, H. Suito, M. Kuwahara, GJI (2025)
＊それぞれの期間の累積のすべり量を等値線で示している。
＊黒破線は、沈み込む海側プレート上面の等深線。
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:2000- Ozawa et al.(2025)
:2013- Ozawa et al.(2025)
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累積すべり分布及びモーメント計算範囲

モーメントの時間変化

非定常地殻変動から推定される累積すべり分布及びモーメントの時間変化（暫定）
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スロースリップイベントおよび中規模繰り返し相似地震に基づく

大地震予測の時空間確率利得 ―北日本太平洋プレート沈み込み帯― 

統計数理研究所 尾形良彦 

スロースリップイベント（SSE）や繰り返し相似地震（RE）は、大地震の前後に応力の蓄積・解放過程を

反映している可能性がある現象です。しかし、これらが大地震の予測にどの程度役立つのかは、まだ十分

には分かっていません。本研究では、東北沖などで過去 20～30年間に観測された SSEや REと、M6.5以上

の地震との関係を統計的に調べ、その中期予測への活用可能性を評価しました。 

＜スロースリップ＞ 

第１図 1996 年から 2023 年までに発生した，除群後の

M6.5 以上の大地震（灰色○）および SSE データ 1,2) の重

心時間と重心発生位置（＋印）を示す。∔印の色分けは，

北海道東方沖（+）東北沖(+および+)，房総半島沖(+お

よび+)，南海トラフ地域(小+)を示す． 

第２図 北海道東方沖領域（第 1 列パネルの赤枠）におけ
るスロースリップイベント（SSE）に対して、全日本の大
地震を二次元空間に投影した点分布を示す。カーネル法
³)による平滑化を施している。第 2 列および第 3 列のパ
ネルの見方は以下の通りである。第 2 列では、第 1 列の
赤枠内の各 SSE を原点に平行移動し、それに対応する M
≥ 6.5 の地震も同様に同一の座標系に変換して空間上に
重ね合わせている。水平および垂直の赤線は、SSE を中
心とした座標軸を示す。SSE 発生後および発生前の分布
をそれぞれカーネル法³)で平滑化した結果を、上段およ
び下段に示す。第 3 列では、時間–経度および時間–緯度
空間において同様の投影を示している。地震密度の等高
線から、確率利得は一様ではなく、SSE の近傍で数倍
/#(SSE)に増加していることが分かる。

第３図 東北沖領域の M9 地震以前（第 1 列パネル赤枠
内）において、SSE（赤〇）と全日本の M6.5 以上の地
震（黒〇）について、第 2 図と同様に平滑化結果を示
す。 

第４図 東北沖領域の M9 地震以後（第 1 列パネル赤枠
内）について、第 3 図と同様の解析結果を示す。 

第５図 房総半島沖領域の M9 地震以前（第 1 列パネル
赤枠内）について、第 3 図と同様の解析結果を示す。房
総半島沖の SSE と大地震の関係であるが，東北沖地域
と同様な相関関係が見られる．ただし，Palm 密度関数
の最大ピークは年・度あたり約 2／#SSE なので東北沖
より差が小さい。影響についての地域性としては、確率
利得の顕著な変化は福島沖地域の大地震発生との関係が
みられる． 
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第６図 房総半島沖領域の M9 地震以後（第 1 列パネル
赤枠内）について、第 3 図と同様の解析結果を示す。 

第７図 南海トラフ地域（小赤＋）における SSE および、
除群後の M6.5 以上の地震（灰色○）について、第 2 図
と同様の解析結果を示す。時間境界偏差を考慮すれば、
等高線で示される地震密度から，確率利得は時間的にほ
ぼ一様であることが分かる。 

＜繰り返し地震＞ 

第８図 1985 年から 2023 年までの期間に検出・編集
4)

された M ≥ 5 の中規模繰り返し相似地震（RE, +, △）と，
除群後の M6.5 以上の地震（灰色○）の時空間分布を示
す。+と△は東北沖および房総半島沖でそれぞれ M9 地
震の前後を表す。 

第９図 一列目パネルの北海道東方沖領域 (青矩形)の
M ≥ 5 の中規模繰り返し相似地震 4)と全日本の大地震に
ついて，Palm 発生強度を第 3 図と同様に平滑化して示
す。 

第 10 図 東北沖領域の M9 地震以前（一列目パネル）
における SSE（赤●）と全日本の M6.5 以上の地震（黒
○）について，Palm 発生強度を第 3 図と同様に平滑化
して示す。

第 11 図 東北沖領域の M9 地震以後（一列目パネル）
における SSE（赤●）と全日本の M6.5 以上の地震（黒
○）について，第 10 図と同様の解析結果を示す。
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震ኸ分布図
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図中のỈⰍの➼値線は、Ỉ深 1500mを示す
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ᐑྂᓥ

ᐑྂᓥ

久⡿ᓥ

Ἀ⦖本ᓥ

今回の地震

2026 年㸵᭶３᪥ 13 時 04 ศにᐑྂᓥ໭すἈ
の῝さ 16km�（῝さは CMT解による）で M6.5 の
地震（᭱大震度３）が発生した。この地震は、
Ἀ⦖トラフἢいで発生した㝣のプレート内の
地震である。発震機ᵓ（CMT 解）は、໭すʷ南
ᮾ方向にᙇ力㍈をᣢつᶓࡎれ᩿ᒙᆺである。
2000 年㸵᭶௨降の活動をみると、この地震

の震ኸ௜近（㡿域㹟）では、2022 年㸷᭶ 18 ᪥
に M6.0 の地震（᭱大震度２）が発生するなど、
M 6 . 0 ௨上の地震が時ࠎ発生している。
1919 年௨降の活動をみると、今回の地震の

震ኸ࿘㎶（㡿域㹠）ではM6.0௨上の地震が時ࠎ
発生している。1938 年㸴᭶ 10 ᪥に発生した
M7.2 の地震（᭱大震度４）では、地震後 10 ศ
でᐑྂᓥᖹ良港に高さ 1.5m（┠視による᭱大
の高さ）の津Ἴがく来し、ᱞᶫの流出などの⿕
ᐖが生ࡌた（⿕ᐖは「᪥ᮏ⿕ᐖ地震⥲ぴ」に
よる）。

図中のỈⰍの➼値線は、Ỉ深図中のỈⰍの➼値線は、Ỉ深

今回の地震

Ẽ㇟庁సᡂ
㸦このᮇ間は検知⬟力が低い㸧

ᐑྂᓥ

▼ᇉᓥ 海⁁㍈

図中のỈⰍの➼値線は、Ỉ深図中のỈⰍの➼値線は、Ỉ深 1500mを示す図中のỈⰍの➼値線は、Ỉ深

ͤ深さは CMT 解による
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Ⅱ 重点検討課題の検討 

「令和 8 年熊本地震」 
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第 252 回地震予知連絡会 重点検討課題 趣旨説明

「令和 8 年熊本地震」について 
コンビーナ 東北大学災害科学国際研究所 遠田晋次

１．背 景

2026 年 7 月 28 日に宇城市直下を震源として発生した令和 8 年熊本地震（M7.1）は，宇城市

と氷川町で最大震度 7 を記録するなど，熊本県中南部を中心に甚大な被害をもたらした．この地

震は，全長約 80 km に及ぶ日奈久断層帯の北部の活動によるもので，高野―白旗区間および日奈

久区間に沿って，長さ 30〜40 km にわたり地表地震断層が出現した．先行する平成 28 年熊本地

震では，布田川断層帯布田川区間と日奈久断層帯北端部が活動したことから，大半が未破壊のま

ま残された日奈久断層帯の活動が懸念されていた．また，平成 28 年熊本地震後の地震活動は宇城

市や八代市，水俣市など広範囲に及び，発生から 10 年を経ても 2016 年以前の活動レベルには戻

っていない状態にあった．さらに，平成 28 年熊本地震に伴う余効変動も顕著であり，日奈久断層

帯北端部での余効すべりに加え，粘弾性緩和による広域的な地殻変動も継続していた．

こうした日奈久断層帯における未破壊域の存在と平成 28 年熊本地震の影響を踏まえ，平成 28
〜30 年度には，文部科学省と九州大学による「平成 28 年熊本地震を踏まえた総合的な活断層調

査」（以下，「熊本重点」）が実施された．同調査では，日奈久断層帯を対象とした古地震調査や活

動区間の再評価に加え，高度な強震動予測などが実施・報告されていた．

２．課 題

令和 8 年熊本地震（M7.1）は，平成 28 年熊本地震（M7.3）後，次の破壊域として懸念されて

いた日奈久断層帯で発生した．この 10 年間，震源域周辺では地震活動や余効変動がどのように推

移し，今回の地震発生に至ったのか．また，令和 8 年熊本地震の発生直前に，地震活動や地殻変

動に何らかの異常や特徴的な変化が認められたのか．

一方，熊本重点によって詳細に検討された日奈久断層帯の活動区間や活動性評価に対して，今

回の地震がどのように位置づけられるのか．また，強震動評価の観点から，今回の地震による強

震動が事前にどの程度予測可能であったのかを検証することも重要である．さらに，地質構造や

古地震履歴，今回の余震活動および余効変動を総合的に検討し，日奈久断層帯南部の活動をどの

ように評価するかも重要な課題である．

３．報 告

①「令和８年熊本地震」について 青木 重樹（気象庁）

②令和 8 年熊本地震に伴う地殻変動・震源断層モデル・地表変位境界

宗包 浩志（国土地理院）

③令和 8 年熊本地震による高周波エネルギー輻射量 松澤 孝紀（防災科学技術研究所）

④地表地震断層と地質構造から見た令和 8 年熊本地震  大上 隆史（産業技術総合研究所）
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⑤2016 年 M7.3 熊本地震後の余震活動の推移と 2026 年 M7.1 熊本地震の余震活動について

  尾形 良彦（統計数理研究所）

⑥地震活動特性からみた 2026 年熊本地震 松本 聡（九州大学）

⑦令和 8 年熊本地震と b 値の時空間分布―日奈久断層帯における事前の指摘との対応―
楠城 一嘉（静岡県立大学）

⑧平成 28 年熊本地震後による地震活動度変化と令和 8 年熊本地震 遠田 晋次（東北大学）

⑨2026 年熊本地震の地表地震断層：変位量分布と 2016 年地震断層の再変位

熊原 康博（広島大学）

⑩日奈久断層帯における古地震調査結果と令和 8 年熊本地震

宮下 由香里（産業技術総合研究所）

⑪平成 28 年熊本地震を踏まえた総合的な活断層調査（平成 28～30 年度）による日奈久断層

帯の強震動評価と令和 8 年熊本地震 岩田 知孝（京都大学名誉教授）

４．論 点

〇 令和 8 年熊本地震（M7.1）は，平成 28 年熊本地震（M7.3）以降の広義の余震活動域に位置

し，次の破壊域として想定されていた日奈久断層帯で発生した．この 10 年間，震源域周辺の

地震活動はどのような推移をたどったのか．また，高野―白旗区間での顕著な余効すべりを含

め，余効変動はどのように進行し，今回の地震発生にどの程度寄与したのか．これらを明らか

にすることは，内陸大地震に至る準備過程を考える上できわめて重要である．

〇 令和 8 年熊本地震に伴う地表地震断層は，断層直上の家屋を多数破壊するとともに，南九州自

動車道や九州新幹線，水道管などの重要インフラにも深刻な被害をもたらした．地表断層変位

ハザードの観点から，地表地震断層の出現位置や変位量は事前にどの程度予測可能であったの

か．これを踏まえて，重要構造物の立地を規制する「活断層法」などがどの程度現実的なのか．

〇 平成 28 年熊本地震を受けて平成 28～30 年度に実施された「熊本重点」では，日奈久断層帯

の区間分け（セグメンテーション）や活動履歴，地下構造探査，強震動予測などが実施され，

懸念されていた日奈久断層帯の地震について高度な評価・予測が行われていた．今回の地震は，

これらの予測能力と精度を検証するとともに，今後の活断層評価や強震動予測の改善を考える

上で，きわめて重要な事例となり得る．

〇 日奈久断層帯の南部（日奈久区間南部・八代海区間）は，今回の地震後も未破壊のまま残され

ている．一方，今回の余震活動はこれらの区間にも広がっている．長期的な活動履歴に加え，

今回の地震後の地震活動や余効変動等を総合的に検討することにより，未破壊区間における今

後の地震活動をどのように評価できるのか．
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話題提供者〔敬称略〕 

１．「令和８年熊本地震」について 
青木 重樹 （気象庁） （資料Ⅱ- 9～15頁） 

２．令和８年熊本地震に伴う地殻変動・震源断層モデル・地表変位境 
宗包 浩志 （国土地理院）   （資料Ⅱ-16～25頁） 

３．令和８年熊本地震による高周波エネルギー輻射量 

松澤 孝紀 （防災科学技術研究所）（資料Ⅱ-26頁） 

４．地表地震断層と地質構造から見た令和８年熊本地震 
大上 隆史 （産業技術総合研究所）（資料Ⅱ-27頁） 

５．2016年M7.3熊本地震後の余震活動の推移と2026年M7.1 
熊本地震の余震活動について 

尾形 良彦 （統計数理研究所）（資料Ⅱ-28～29頁） 

6．地震活動特性からみた2026年熊本地震 
松本 聡 （九州大学） （資料Ⅱ-30頁） 

7．令和８年熊本地震とb値の時空間分布―日奈久断層帯における 
事前の指摘との対応― 

楠城 一嘉 （静岡県立大学）    （資料Ⅱ-31頁） 

8．平成28年熊本地震による地震活動度変化と令和８年熊本地震 
遠田 晋次 （東北大学） （資料Ⅱ-32頁） 
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9．2026年熊本地震の地表地震断層：変位量分布と2016年地震断層の 
再変位 

熊原 康博 （広島大学） （資料Ⅱ-33頁） 

10．日奈久断層帯における古地震調査結果と令和８年熊本地震 
宮下 由香里（産業技術総合研究所）（資料Ⅱ-34頁） 

11．平成28年熊本地震を踏まえた総合的な活断層調査 
（平成２８～３０年度）による日奈久断層帯の強震動評価と 
令和８年熊本地震 

岩田 知孝 （京都大学名誉教授） （資料Ⅱ-35頁） 
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関係機関の重点検討課題についての概要(1〜５)
１〜５は関係機関からの報告になります。そのため、Ⅰ 地殻活動モニタリング検討
結果と同様に概要を記載しています。６〜１１の招聘者の重点検討課題については直
接資料をご確認ください。 

１．「令和８年熊本地震」について 
⻘⽊ 重樹 委員（気象庁） 

2026年７月28日16時27分に熊本県熊本地方の深さ16kmでM7.1の地震（最大震度７）
が発生した。この地震は地殻内で発生した。この地震の発震機構（CMT解）は北北⻄
−南南東方向に張⼒軸を持つ横ずれ断層型である。

この地震の震央周辺では、M7.1の地震発生以降、活発な地震活動が継続しており、
７月28日16時以降８月25日10時までに震度１以上を観測した地震が711回（震度７：
１回、震度５弱：５回、震度４：23回、震度３：70回、震度２：171回、震度１：441
回）発生している。 

今回の地震活動域付近には、布田川断層帯、日奈久断層帯が存在している。地震調
査研究推進本部地震調査委員会では、「M7.1の震源断層の主たる部分は、日奈久断層
帯の⾼野−⽩旗区間の⼀部及び日奈久区間の北東部に及んでいると考えられる。」と
評価した。 

気象庁は、この地震及びそれ以降に発生した⼀連の地震活動について、「令和８年熊
本地震」（英語名：The 2026 Kumamoto Earthquake）と名称を定めた。 

２．令和8年熊本地震に伴う地殻変動・震源断層モデル・地表変位境界 
    宗包 浩志 委員（国土地理院） 

GNSS連続観測により、千丁観測点では北東方向に約87cmの変動と約33cmの沈降、
城南観測点で北北東方向に約44cmの変動と約11cmの隆起など、熊本地方を中心に、
地震に伴う大きな地殻変動が観測された。また、地震後約2週間で、千丁観測点におい
て約1.0cm、泉観測点で約1.2cmなどわずかながら余効変動と思われる水平地殻変動が
観測された。余効変動は現在でも継続している。 

GNSSデータ及び「だいち2号」「だいち4号」のSARデータの解析から得られた地殻
変動に基づき、２枚の矩形断層を仮定して震源断層モデルを構築した。いずれもその
上端は日奈久断層の断層線及びSAR解析結果から判読した変位不連続のトレースとよ
く⼀致している。また、矩形断層モデルの推定結果を参考に、2枚の断層を小断層に分
割し、地震時のすべり分布を推定した。北側の断層1では中央部を中心に大きなすべり
が推定された。⼀方、南側の断層2では、断層1との連結部をのぞいてすべり量は大き
くないことがわかった。最大すべり量は断層1で約2.0m、断層3で約1.1mと推定された。 
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「だいち2号」「だいち4号」による複数のSAR干渉解析結果から、3次元解析によっ
て地殻変動の三成分の空間分布を求めた。日奈久断層帯の北⻄側で最大約1.5mの北東
向きの変動、最大約60cmの沈降が見られた。 

地震前後の数値標⾼モデルの差分から、宇城市小川町小川地区及びその周辺で、表
層⾼が周囲よりも 0.5〜1.0 ｍ程度低下していることを明らかにした。この地域は右
横ずれを示す２本の変位境界に挟まれており、その内部で表層⾼が周囲よりも低下し
ていることから、プルアパート構造が形成されている可能性がある。 

国土地理院が撮影した地震前後の空中写真と数値標⾼モデルを用いて、地物におけ
る水平変位の移動方向や移動量を判読し、変位境界の位置を明らかにした。変位境界
は日奈久断層帯に沿って認められ、南側の八代平野ではステップを伴いながらおおむ
ね連続的に分布している。変位境界における最大のずれ量は、水平方向では氷川町野
津地区で右横ずれ約2.1m、上下方向では八代市上⽚町地区で北⻄落ち約1.3mであった。 

また、「だいち2号」「だいち4号」の衛星画像解析により、地震に伴う変位境界の判
読を行った。変位不連続は、南⻄部では日奈久断層の断層線から八代市古麓町付近で
分岐し、八代市平山新町付近まで延びている。⼀方、北部では御船町⾼⽊付近まで到
達している。 

３．令和８年熊本地震による高周波エネルギー輻射量    
松澤 孝紀 委員（防災科学技術研究所） 

令和８年熊本地震後の地震活動について、地震波の⾼周波エネルギー輻射量の解析
を行った。平成28年熊本地震の最大前震後および本震後と比較すると、今回の積算⾼
周波エネルギー輻射量は少ない。また積算輻射量は、今回と同規模の地殻内地震とし
て平均的な値となっている。 

４． 地表地震断層と地質構造から見た令和8年熊本地震  
大上 隆史 委員（産業技術総合研究所） 

2026年７月28日に発生した令和8年熊本地震（Mj 7.1）の際には日奈久断層帯が活
動したと考えられている。本報告では、日奈久断層帯の地質構造等に関する近年の調
査研究の概要を述べるとともに、産総研による緊急現地調査の実施状況、その結果に
もとづいた令和8年熊本地震によって生じた地表地震断層の分布・特徴について報告
した。 
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５．2016年M7.3熊本地震後の余震活動の推移と2026年M7.1熊本地震の 
余震活動について

  尾形 良彦 委員（統計数理研究所） 
2016年4月に発生した熊本地震（M7.3）から2026年の熊本地震（M7.1）までの約10

年間の余震活動をETASモデルをあてはめ解析した。その結果、熊本地域の余震活動は
時間の経過とともに減衰した。しかし、時空間分布に着目すると、発生後約1年から余
震活動の南⻄方向へのマイグレーションが顕著に認められる。 

⼀方、今回のM7.1地震では発生後約1か月までの時点では、その傾向がわずかに見
られるものの、まだ明瞭でない。今後、マイグレーションへ発達するかどうかを継続
的に監視する必要がある。 
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Ẽ㇟庁సᡂ

令和㸶年熊本地震ࠖࠕ

㸦㸯㸧ᴫせ
2026年㸵᭶28᪥16時27ศに⇃ᮏ┴⇃ᮏ地方の῝さ16kmでM7.1の地震が発生し、⇃ᮏ┴Ᏹᇛᕷཬびịᕝ

⏫で震度㸵を観測した࡯か、஑ᕞ地方から中部地方にかけて震度㸴ᙉ～１を観測した。また、⇃ᮏ┴⇃
ᮏで長࿘期地震動㝵⣭４を観測した࡯か、஑ᕞ地方から近␥地方にかけて長࿘期地震動㝵⣭３～１を観
測した。
Ẽ㇟ᗇはこの地震にᑐして、地震Ἴ検知から3.8⛊後の16時27ศ21.9⛊に⥭ᛴ地震㏿報（㆙報）を発表

した。また、同᪥16時29ศに᭷明・ඵ代海に津Ἴὀព報を発表し、同᪥18時10ศに津Ἴὀព報を解㝖し
た。この地震で津Ἴは観測されなかった。
この地震は地殻内で発生した。発震機 （ɔCMT解）は໭໭す㸫南南ᮾ方向にᙇ力㍈をᣢつᶓࡎれ᩿ᒙᆺ

である。
この地震௨降、同᪥16時29ศにM4.8の地震（᭱大震度㸳ᙅ）、17時08ศにM6.1の地震（᭱大震度㸳ᙅ）、

19時03ศにM4.2の地震（᭱大震度㸳ᙅ）、㸵᭶29᪥22時19ศにM5.8の地震（᭱大震度㸳ᙅ）、㸶᭶１᪥21
時47ศにM4.7の地震（᭱大震度㸳ᙅ）が発生するなど活発な地震活動が⥅続しており、㸶᭶12᪥08時00
ศまでに震度１௨上を観測した地震が622回（震度㸵㸸１回、震度㸳ᙅ㸸㸳回、震度４㸸22回、震度３㸸
61回、震度２㸸155回、震度１㸸378回）（ὀ）発生している。
今回の地震活動は᪥ዉஂ᩿ᒙᖏの３つの༊間（高㔝㸫ⓑ᪝༊間、᪥ዉஂ༊間、ඵ代海༊間）のうࡕ、

୺に高㔝㸫ⓑ᪝༊間ཬび᪥ዉஂ༊間にἢってศᕸしている。また、今回の地震活動域の໭ᮾの⇃ᮏ┴⇃
ᮏ地方から大ศ┴中部にかけては「ᖹ成28年（2016年）⇃ᮏ地震」の地震活動域がᏑ在し、⇃ᮏ┴㜿⸽
地方から今回の地震活動を含む㡿域では、「ᖹ成28年（2016年）⇃ᮏ地震」発生௨前にẚべ、地震活動が
活発な状態が⥅続していた。
Ẽ㇟ᗇは、この地震ཬびそれ௨降に発生した一連の地震活動について、「௧和㸶年⇃ᮏ地震」とྡ⛠を

定めた。
「௧和㸶年⇃ᮏ地震」により、Ṛ⪅39ே、㈇യ⪅173ே、ఫᐙ඲壊699Ჷなどの⿕ᐖが生ࡌた（2026年

㸶᭶㸷᪥10時00ศ現在）。
Ẽ㇟ᗇᮏᗇ、⚟ᒸ⟶༊Ẽ㇟ྎཬび⚟ᒸ⟶内のྛ地方Ẽ㇟ྎは、「௧和㸶年⇃ᮏ地震」により震度㸳ᙉ௨

上を観測した震度観測点ཬびその࿘㎶を中ᚰにẼ㇟ᗇ機動調査⌜（JMA-MOT）をὴ㐵し、震度観測点の状
ἣཬび地震動による⿕ᐖ状ἣの現地調査を行った。
「௧和㸶年⇃ᮏ地震」による⿕ᐖ状ἣを表１㸫１に、震度１௨上の᭱大震度ู地震回ᩘ表を表１㸫２

に、震度１௨上の᪥ู地震回ᩘグラフをᅗ１㸫１に、୺な地震活動の地震回ᩘẚ㍑をᅗ１㸫２に、Ẽ㇟
ᗇཬびྛ地のẼ㇟ྎが発表した୺な情報ཬび報㐨発表を表１㸫３ཬび表１㸫４に示す。

（ὀ）㸸ᥖ㍕している地震回ᩘは、後᪥の調査で更に変更となることがある。

㒔㐨ᗓ県ྡ

ே 的 ⿕ ᐖ ఫ ᐙ ⿕ ᐖ

Ṛ者
行方

୙᫂者

㈇ യ 者
඲壊 ༙壊

一部
破ᦆ㔜യ ㍍യ

ே ே ே ே Ჷ Ჷ Ჷ

⚟岡県 1 1 8

熊本県 39 23 146 699 1,045 7,622

大分県 1

㮵ඣᓥ県 1

合  計 39 24 149 699 1,045 7,630

表㸯㸫㸯 令和㸶年熊本地震ࠖによる⿕ᐖ≧ἣࠕ
㸦2026年㸶月㸷日 10時 00 分現在、総ົ┬ᾘ防庁による㸧

Ⅱ - 9



震度１以上の地震の発生状況
【最大震度別・日別地震回数表】
（７月28日16時～８月25日10時）

【最大震度別・時間別地震回数表】
（８月25日０時～10時）

※掲載している地震回数は、後日の調査で変更になることがあります。

日別

1 2 3 4 5弱 5強 6弱 6強 7 回数 累計
7/28 87 59 33 11 3 0 0 0 1 194 194
7/29 92 37 10 4 1 0 0 0 0 144 338
7/30 42 15 3 2 0 0 0 0 0 62 400
7/31 23 8 3 0 0 0 0 0 0 34 434
8/1 22 6 1 0 1 0 0 0 0 30 464
8/2 19 9 1 1 0 0 0 0 0 30 494
8/3 13 2 1 0 0 0 0 0 0 16 510
8/4 15 4 2 1 0 0 0 0 0 22 532
8/5 10 0 0 0 0 0 0 0 0 10 542
8/6 13 4 1 2 0 0 0 0 0 20 562
8/7 5 1 1 0 0 0 0 0 0 7 569
8/8 5 1 0 0 0 0 0 0 0 6 575
8/9 9 1 1 1 0 0 0 0 0 12 587
8/10 9 2 1 0 0 0 0 0 0 12 599
8/11 10 5 3 0 0 0 0 0 0 18 617
8/12 6 1 1 1 0 0 0 0 0 9 626
8/13 6 0 3 0 0 0 0 0 0 9 635
8/14 8 4 0 0 0 0 0 0 0 12 647
8/15 9 2 0 0 0 0 0 0 0 11 658
8/16 8 2 1 0 0 0 0 0 0 11 669
8/17 1 1 1 0 0 0 0 0 0 3 672
8/18 7 2 1 0 0 0 0 0 0 10 682
8/19 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2 684
8/20 7 0 0 0 0 0 0 0 0 7 691
8/21 2 3 0 0 0 0 0 0 0 5 696
8/22 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3 699
8/23 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4 703
8/24 4 2 1 0 0 0 0 0 0 7 710
8/25 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 711
総計 441 171 70 23 5 0 0 0 1 711

最大震度別回数
震度１以上を観

測した回数
時間別

1 2 3 4 5弱 5強 6弱 6強 7 回数 累計
8/25 00時-01時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 710

01時-02時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 710
02時-03時 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 711
03時-04時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 711
04時-05時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 711
05時-06時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 711
06時-07時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 711
07時-08時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 711
08時-09時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 711
09時-10時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 711
総計 441 171 70 23 5 0 0 0 1 711

震度１以上を観
測した回数

最大震度別回数

気象庁作成 Ⅱ - 10



震度１以上の地震の発生状況
䛆᪥ู地震ᅇᩘ図䛇

㸦16時-24時㸧 㸦00時-10時㸧

（䠓᭶28᪥16᫬䡚８᭶25᪥10᫬、震ᗘ１௨ୖの地震）

䈜ᥖ㍕䛧䛶䛔る地震ᅇᩘ䛿、ᚋ᪥のㄪᰝ䛷ኚ᭦に䛺る䛣䛸䛜䛒䜚䜎䛩䚹
Ẽ㇟庁సᡂ
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Ẽ㇟庁సᡂ

㸦㸰㸧地震活動
令和㸶年熊本地震ࠖの地震活動ࠕ㸬࢔

2026 年㸵᭶ 28 ᪥ 16 時 27 ศに、⇃ᮏ┴⇃ᮏ地方の῝さ 16km で M7.1 の地震（᭱大震度㸵）が発生
した。この地震は地殻内で発生した。この地震の発震機ᵓは໭໭す㸫南南ᮾ方向にᙇ力㍈をᣢつᶓࡎ
れ᩿ᒙᆺである。この地震の震ኸ࿘㎶では、M7.1 の地震発生後の同᪥ 17 時 08 ศに M6.1 の地震（᭱
大震度㸳ᙅ）、29 ᪥ 22 時 19 ศに M5.8 の地震（᭱大震度㸳ᙅ）が発生するなど、活発な地震活動が⥅
続しており、28 ᪥から 8 ᭶１᪥にかけて震度㸳ᙅ௨上の地震が㸴回発生している。

今回の地震活動域௜近には、ᕸ⏣ᕝ᩿ᒙᖏ、᪥ዉஂ᩿ᒙᖏがᏑ在している。地震調査研究推進ᮏ部
地震調査委員会は、「M7.1 の震※᩿ᒙは、᪥ዉஂ᩿ᒙᖏの᪥ዉஂ༊間の໭ᮾ部ཬび高㔝㸫ⓑ᪝༊間の
一部にཬんでいると⪃えられる。」と評価した。Ẽ㇟ᗇは、この地震ཬびそれ௨降に発生した一連の
地震活動について、「௧和㸶年⇃ᮏ地震」とྡ⛠を定めた。

2000 年 10 ᭶௨降の活動をみると、今回の地震活動域の࿘㎶（㡿域㹟）では「ᖹ成 28 年（2016 年）
⇃ᮏ地震」が発生している。「ᖹ成 28 年（2016 年）⇃ᮏ地震」では、⇃ᮏ┴でṚ⪅ 275 ே、大ศ┴で
Ṛ⪅３ேなどの⿕ᐖが生ࡌた（⇃ᮏ┴は 2025 年４᭶ 11 ᪥現在、⇃ᮏ┴による、その௚は 2019 年４
᭶ 12 ᪥現在、⥲ົ┬ᾘ㜵ᗇによる）。

今回の地震活動の
᭱大規模の地震

㮵ඣᓥ県

図㸰㸫㸯 震ኸ分布図
㸦2000 年 10 月㸯日㹼2026 年㸶月㸯日
深さ㸮㹼20km、MӍ2.0㸧
2016 年㸲月 14 日 21 時より前に発生した地震を⅊Ⰽࠐ、
2016 年㸲月 14 日 21 時から 2026 年㸵月 28 日 16 時ࡲでに
発生した地震をỈⰍࠐ、
2026 年㸵月 28 日 16 時以降の地震を赤Ⰽࠐで表示
ⲔⰍのᐇ線は、地震調査研究᥎進本部の㛗ᮇ評価による活
断層を示す。

図㸰㸫㸰 領域㹟ෆの㹋㸫㹒図ཬび
回ᩘ✚算図

㸦2026 年㸵月 28 日 16 時㹼㸶月㸯日、MӍ1.0、

㹋㸫㹒図のみ㸧

熊本県

平ᡂࠕ 28 年㸦2016 年㸧熊本
地震ࠖで᭱大規模の地震

㹟

㸦CMT㸧

㸦CMT㸧

㸦CMT㸧

㸦CMT㸧

㸦CMT㸧

布⏣ᕝ断層帯

日奈久断層帯
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Ẽ㇟庁సᡂ

図㸰㸫㸱 発震ᶵᵓ分布図㸦ᕥ㸧、発震ᶵᵓのᙇ力㍈の分布㸦ྑ㸧
ᮇ間㸸2000年10月㸯日㹼2026年㸶月㸱日、深さ㸸㸮㹼20km、㹋Ӎ3.0、発震ᶵᵓはึ動解による㸦震源の఩⨨に
表示㸧。㏫断層ᆺの地震を赤Ⰽ、ṇ断層ᆺの地震を㟷Ⰽ、ᶓࡎれ断層ᆺの地震を⥳Ⰽで表示㸦Frohlich (2001)に
よる分㢮㸧。2026年㸵月28日の地震㸦M7.1㸧は⣸Ⰽで示した。ⲔⰍのᐇ線は、地震調査研究᥎進本部の㛗ᮇ評価
による活断層を示す。

ᶓࡎれ断層ᆺ

໭

ᮾす

今回の地震
㸦M7.1㸧

今回の地震
㸦M7.1㸧

今回の地震
㸦M7.1㸧

ṇ断層ᆺ ㏫断層ᆺ

㸬発震ᶵᵓ࢖
2000年10᭶௨降に発生した地震の発震機ᵓศᕸཬび発震機ᵓのᙇ力㍈のศᕸをᅗ２㸫３に示す。ま

た、ᅗ２㸫３の㡿域㹠内の地震の発震機ᵓのᆺのศᕸཬびᙇ力㍈の向きのศᕸをᅗ２㸫４に示す。
今回の地震の震ኸ௜近では、ᶓࡎれ᩿ᒙᆺやṇ᩿ᒙᆺの地震が多く見られ、発震機ᵓのᙇ力㍈の向

きは南໭方向や໭໭す㸫南南ᮾ方向の地震が多い。今回の地震（M7.1）は、発震機ᵓが໭໭す㸫南南
ᮾ方向にᙇ力㍈をᣢつᶓࡎれ᩿ᒙᆺであり、これまでの地震のഴ向と調和的である。

図㸰㸫㸲 図㸰㸫㸱の領域㹠ෆの地震の発震ᶵᵓのᆺの分布㸦ᕥ㸧ཬび発震ᶵᵓのᙇ力㍈の方఩分布㸦ྑ㸧
発震ᶵᵓのᆺの分布は、㏫断層ᆺの地震を赤Ⰽ、ṇ断層ᆺの地震を㟷Ⰽ、ᶓࡎれ断層ᆺの地震を⥳Ⰽで表示㸦Frohlich 
(2001)による分㢮㸧。2026年㸵月28日の地震㸦M7.1㸧は⣸Ⰽで示した。

㹠 㹠

㮵ඣᓥ県

熊本県

ᐑᓮ県

大分県

㮵ඣᓥ県

熊本県

ᐑᓮ県

大分県
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䛂令和８年熊本地震䛃の地震活動
（Ⓨ⏕ሙᡤのヲ⣽）

震※䛿ᮍ⢭ᰝの䜒の䜢ྵ䜐
୸の大䛝䛥䛿䝬䜾䝙䝏䝳ー䝗の大䛝䛥䜢⾲䛩

震ኸศᕸ図中の㟷、⥳、ⲔⰍの⥺䛿、地震ㄪᰝ◊✲᥎㐍本㒊の㛗ᮇホ౯に
よる活᩿ᒙ䜢♧䛩

ᕥ図のᅄゅᙧ㡿ᇦ内の᫬✵㛫ศᕸ図（A-Bᢞᙳ）

震ኸศᕸ図
（2026年7᭶28᪥16᫬䡚8᭶25᪥10᫬00ศ、

῝䛥䠌䡚20km、M2.0௨ୖ）

ᕥ図のᅄゅᙧ㡿ᇦ内の地震活動⤒㐣図

ᶓ㍈䛿᫬㛫、⦪㍈䛿䝬䜾䝙䝏䝳ー䝗䜢⾲䛩

A

B

（最大震ᗘ䠑ᙅ）

（最大震ᗘ䠑ᙅ）

布田川断層帯

A

B

（最大震ᗘ䠑ᙅ）

（最大震ᗘ䠑ᙅ）

（最大震ᗘ䠑ᙅ）

（最大

௒ᅇの地震
（最大震ᗘ䠓）

྿䛝ฟ䛧䛿、最大震ᗘ䠑ᙅ௨ୖの地震

Ẽ㇟ᗇసᡂ
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Ẽ㇟庁సᡂ

㸦㸱㸧震度と加速度
2026年㸵᭶28᪥16時27ศに発生した地震（M7.1）により、⇃ᮏ┴Ᏹᇛᕷཬびịᕝ⏫で震度㸵を観

測した࡯か、஑ᕞ地方から中部地方にかけて震度㸴ᙉ～１を観測した。この地震の震度ศᕸᅗをᅗ
３㸫１に、推計震度ศᕸᅗをᅗ３㸫２に、震度㸳ᙅ௨上を観測した地点の計測震度ཬび᭱大ຍ㏿度
を表３㸫１に示す。

㸺᥎計震度分布図にࡘいて㸼

地震の㝿に観測される震度は、ࡃࡈ近いሙ所でも地┙の㐪いなどにより㸯階⣭⛬度␗なることがある。ࡲた、このほか震度を᥎

計する㝿にもㄗ差が含ࡲれるたࡵ、᥎計された震度とᐇ㝿の震度が㸯階⣭⛬度ࡎれることがある。

このたࡵ、ಶࠎの࣓ッࣗࢩの఩⨨ࡸ震度の値ではなࡃ、大きな震度の面的なᗈがりල合とࡑのᙧ≧に╔┠して฼用されたい。

ͤ本᥎計震度分布図は、地震発生ᙜ日にసᡂされたものである。

᥎計震度分布図ᣑ大図

観測Ⅼྡの㸨༳は、Ẽ㇟庁以እの震度観測Ⅼを示す。

Ᏹ城ᕷ㇏㔝⏫㸨

観測Ⅼྡの㸨༳は、Ẽ㇟庁以እの震度観測Ⅼを示す。

図㸱㸫㸯 2026年㸵月 28日 16時 27分 熊本県
熊本地方の地震㸦M7.1、᭱大震度㸵㸧
の震度分布図

図中の㸩༳は震ኸを示す。

図㸱㸫㸰 2026年㸵月 28日 16時 27分 熊本県
熊本地方の地震㸦M7.1、᭱大震度㸵㸧
の᥎計震度分布図

ịᕝ⏫ᓥ地㸨
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基準期間:2026-07-21〜2026-07-27[R5.1:速報解]
比較期間:2026-07-29〜2026-07-29[R5.1:速報解]

15′

33°

45′

30′

15′

32°

20′ 40′ 130° 20′ 40′ 131° 20′ 40′ 132° 20′

2026-07-28 M7.1

021071
城南

021074
新和 021075

球磨

181225
矢部Ｂ

940093
千丁

940096
阿久根

950464
玉名

950465
熊本

950468
芦北

960701
長陽

960702

泉

960703
阿蘇

960717
東

960773
大矢野

960775
栖本

970834
出水

44.2㎝

4.4㎝

11.8㎝

7.9㎝

87.0㎝

0.6㎝

5.4㎝

10.2㎝

5.5㎝

2.6㎝

17.9㎝

1.4㎝

1.9㎝

12.8㎝

9.8㎝

1.1㎝

基準期間:2026-07-21〜2026-07-27[R5.1:速報解]
比較期間:2026-07-29〜2026-07-29[R5.1:速報解]

15′

33°

45′

30′

15′

32°

20′ 40′ 130° 20′ 40′ 131° 20′ 40′ 132° 20′

2026-07-28 M7.1

021071
城南

021074
新和 021075

球磨

181225
矢部Ｂ

940093
千丁

940096
阿久根

950464
玉名

950465
熊本

950468
芦北

960701
長陽

960702
泉

960703
阿蘇

960717
東

960773
大矢野

960775

栖本

970834
出水

10.6㎝

-0.3㎝

-0.4㎝

0.9㎝

-32.6㎝

0.4㎝

-0.7㎝

-0.0㎝

-0.5㎝

0.0㎝

2.8㎝

0.2㎝

0.0㎝

-0.1㎝

-0.1㎝

0.2㎝

33.6cm
61.5cm

-23.3cm

-9.4cm

地殻変動(水平)

令和８年熊本地震(7月28日 M7.1)前後の地殻変動(暫定)

固定局:上対馬(950456

震央

観測局（グラフ表示）

)(長崎県)) 主要活断層帯（地震調査研究推進本部による）を重ねて表示

㎝

：電子基準点
：民間等電子基準点

10

地殻変動(上下)

令和８年熊本地震(7月28日 M7.1)前後の地殻変動(暫定)

固定局:上対馬(950456)(長崎県)

震央

観測局（グラフ表示）

主要活断層帯（地震調査研究推進本部による）を重ねて表示

国土地理院

㎝
：民間等電子基準点

5

：電子基準点
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基準期間:2026-07-29〜2026-07-29[R5.1:速報解]
比較期間:2026-08-15〜2026-08-15[R5.1:速報解]

33°

45′

30′

15′

32°

30′ 45′ 130° 15′ 30′ 45′ 131° 15′ 30′ 45′

2026-07-28 M7.1

021071
城南

021074
新和

021075
球磨

181225
矢部Ｂ

940093
千丁

940096
阿久根

950464
玉名

950465
熊本

950468
芦北

960701
長陽

960702
泉

960703
阿蘇

960717
東

960773
大矢野

960775
栖本

970834
出水

1.3㎝

0.9㎝

1.3㎝

0.6㎝

1.0㎝

0.3㎝

0.4㎝

0.9㎝

1.6㎝

0.3㎝

1.2㎝

0.4㎝

0.2㎝

0.4㎝

0.6㎝

0.3㎝

2.0㎝

D488

国土地理院

主要活断層帯（地震調査研究推進本部による）を重ねて表示

1㎝

：電子基準点
：民間等電子基準点

固定局:上対馬(950456)(長崎県)

震央

観測局（グラフ表示）

地殻変動(水平)

令和８年熊本地震(7月28日 M7.1)後の地殻変動(暫定)
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成分変化グラフ

国土地理院
●---[R5.1:速報解]

2026-07-28 M7.1

28 29 30 31 8-1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

(1) 上対馬(950456)→千丁(940093)　東西 基準値：107991.749ｍ

2026-07-28 M7.1

28 29 30 31 8-1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

(1) 上対馬(950456)→千丁(940093)　南北 基準値：-233932.640ｍ

2026-07-28 M7.1

28 29 30 31 8-1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

ｍ439.72-：値準基高比　)390049(丁千→)654059(馬対上)1(

期間: 2026-07-28〜2026-08-15 JST

2026-07-28 M7.1

28 29 30 31 8-1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

(2) 上対馬(950456)→城南(021071)　東西 基準値：117419.213ｍ

2026-07-28 M7.1

28 29 30 31 8-1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

(2) 上対馬(950456)→城南(021071)　南北 基準値：-215877.644ｍ

2026-07-28 M7.1

28 29 30 31 8-1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

ｍ965.1：値準基高比　)170120(南城→)654059(馬対上)2(

期間: 2026-07-28〜2026-08-15 JST

28 29 30 31 8-1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

28 29 30 31 8-1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3
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令和8年熊本地震（7月28日 M7.1）の震源断層モデル(暫定)

国土地理院

基準期間：2026年7月21日 09:00 – 2026年7月28日 08:59 JST（速報（R5.1）解）
比較期間：2026年7月29日 09:00 – 2026年8月02日 08:59 JST（速報（R5.1）解）
固定局：上対馬（950456）

図1 推定された震源断層モデル．点は本震発生から7月31日23:59 (JST) までに発生した地震の震源
（気象庁一元化震源）．黒矩形は推定された震源断層モデル．緑及び桃色で塗った面は，それ
ぞれF1及びF2を示す．茶及び青矩形は，平成28年（2016年）熊本地震（4月14日 M6.5及び4月
16日 M7.3）の震源断層モデル（矢来・他 2016）を示す．太線は断層上端を示す．矢印は変位
の観測値（黒：電子基準点，水色：民間等電子基準点）及び計算値（赤：電子基準点，橙：民
間等電子基準点）を示す．×印は今回の地震の震央．赤線は主要活断層帯を示す（地震調査研
究推進本部）．

表1 推定された震源断層モデルパラメータ．

• 震源断層モデルのパラメータは，マルコフ連鎖モンテカルロ（MCMC）法を用いて推定した．
• 位置は断層の左上端を示す．括弧内は誤差（1σ）を示す．
• F1面右上とF2面左上の水平位置は，一致するように固定した．
• Mwの計算においては，剛性率40GPaを仮定．2枚の断層の合計のMw6.82である．

断層 緯度 [度] 経度 [度] 上端深さ
[km]

長さ
[km]

幅
[km]

走向
[度]

傾斜
[度]

すべり角
[度]

すべり量
[m]

Mw

F1 32.66
(0.0021)

130.76
(0.0014)

0.39
(0.05)

19.49
(0.43)

7.54
(0.39)

210.14
(0.28)

61.49
(2.80)

-169.78
(1.01)

2.65
(0.13)

6.72
(0.02)

F2 32.50
(0.0023)

130.65
(0.0019)

0.11
(0.10)

23.46
(1.01)

14.39
(0.75)

225.81
(2.27)

43.79
(2.92)

-134.01
(4.96)

0.65
(0.09)

6.56
(0.05)

水平変位 上下変位
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令和8年熊本地震（7月28日 M7.1）のすべり分布モデル(暫定)

国土地理院

2026年7月28日に発生した令和8年熊本地震について，GNSS解析（電子基準点及
び民間等電子基準点）およびSAR解析（SAR干渉解析及びピクセルオフセット法）
で得られた地殻変動をもとに，矩形断層の推定結果を参考に2枚の断層を仮定して，
小断層に分割したうえで地震時すべり分布を決定した．

図1 推定された地震時すべり分布モデル．緑及び青矩形は，平成28年（2016年）熊本地震（4月14
日 M6.5及び4月16日 M7.3）の震源断層モデル（矢来・他 2016）を示す．太線は断層上端を示
す．×印は今回の地震の震央．赤線は主要活断層帯を示す（地震調査研究推進本部）．青線は
SAR解析結果から判読した変位不連続のトレース（暫定）．

表1 すべり分布の推定に使用した震源断層モデルパラメータ．

• 最大すべり量は約2.0mである．
• すべりの平滑化強度は交差検証法により決定した．
• Mwの計算においては，剛性率40GPaを仮定．2枚の断層の合計のMw6.80である．

断層 緯度 [度] 経度 [度] 上端深さ
[km]

長さ
[km]

幅
[km]

走向
[度]

傾斜
[度]

Mw

F1 32.69 130.78 0.5 25 20 210 61 6.74

F2 32.64 130.50 0.5 20 20 225 44 6.33

F1

F2

A

B

BBA

C

C
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本解析で使用したデータは、JAXAとの協定及び地震活動SAR解析ワーキンググループの活動を通して得られたものです。
対流圏遅延補正には、気象庁数値予報格子点データを使用しています。

日奈久断層帯の北西側で最大約1.5mの北東向きの変動、最大約60cmの沈降が見られます。
※断層近傍等に見られる空白は、複雑な変動等の影響のため変動量が計測できなかった箇所です。

「だいち２号」及び「だいち４号」観測データの3次元解析による
令和８年熊本地震（2026年7月28日）に伴う地殻変動

GNSSありVer

Analysis by GSI from ALOSAnalysis by GSI from ALOS-Analysis by GSI from ALOS-2 / ALOS2 / ALOS-2 / ALOS-4 raw data of JAXA

水平＋上下方向

水平方向の変位量

背景：地理院地図標準地図・陰影起伏図・傾斜量図

震央 2026-07-28 16:27
深さ16km M7.1（気象庁発表）

△ 国土地理院GNSS観測点

主要活断層帯（地震調査研究推進本部による）

参照点   電子基準点「玉名」付近
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Ӌ৕市ঘઔௌঘઔ地区周辺におけるන層߶変Ғ
੼તは変Ғڧֆɽϛ΢ンφは同Ҳ地点における৏下変Ғྖ(m)ɽ

地震前後のDSMࠫ෾մੵで確認されたන層߶変Ғ(ଐๅ)
Ӌ৕市ঘઔௌঘઔ地区ٶ;ͨの周辺

令和 8 年熊本地震（Ґ下ʰ本地震ʱとい͑ɽ）における地න変化に஥໪してɼ本地震によͮ
てਫ਼ͣたと͓ߡられる地න変য়にͯいて本地震前後における数஍න層モデル（DSM）ࠫ෾
մੵをߨいɼӋ৕市ঘઔௌঘઔ地区ٶ;ͨの周辺でɼන層߶（ݒ෼・ध໨なʹを؜΋න໚の
߶さ）が周ҕよりも 0.5〜1.0 ̾ఖ度ఁ下している͞とを໎らかにしましたɽพ౏ɼ地震前
後のۯ中ࣺਇժ଀の൓ಣ݃果からɼ͞の地域は್ͯの右横ずれをࣖͤ変Ғڧֆにڮまれて
いる͞とが൓໎しɼͨ の಼部のන層߶が周ҕよりもఁ下している͞とからɼϕルΠϏーφߑ
ଆがܙ成されているՆ೵੓がありまͤɽ

国土地理院

౔地理Ӄࠃ
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変Ғڧֆにおける右横ずれྖ(八代平໼北東部) 変Ғڧֆにおける右横ずれྖ(八代平໼ೈ東部)

ྈ図とも地理院地図(୸৯地図)に変Ғڧֆ(੼ત)と変Ғڧֆにおける右横ずれྖ(ϛ΢ンφ)をࡎىɽ

令和 8 年熊本地震前後のժ଀と数஍න層モデルから൓ಣされた
変Ғڧֆ（ଐๅ）

令和８年熊本地震（Ґ下ʰ本地震ʱとい͑ɽ）後の๹災Ώ෰ܯڷժにͤࣁるためɼ本地震に
൒͑地න変化に ஥໪してɼ本地震前後のۯ中ࣺਇժ଀と数஍න層モデル（DSM）から変Ғ
を൓ಣしɼ変Ғが෈࿊କになるڧֆ（変Ғڧֆ）を໎らかにしましたɽ変Ғڧֆは日奈久断
層帯にԌͮて認められɼೈଈの八代平໼ではητρϕを൒いながら֕͸࿊କదに෾ාしま
したɽ変Ғڧֆにおける最大のずれྖはɼਭ平๏向ではතઔௌ໼௣地区で右横ずれ約 2.1 mɼ
৏下๏向では八代市৏ฤௌ地区で北西ཚͬ約 1.3 m をࣖしましたɽ

国土地理院

౔地理Ӄࠃ
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写真判読による変位境界の計測地点写真判読による変位境界の計測地点写真判読による変位境界の計測地点
（国土地理院）

path131_北行軌道右観測 2026-07-01/2026-07-29

ピクセルオフセットピクセルオフセット
レンジ成分（衛星視線方向）

SARSAR不連続不連続不連続

日奈久断層日奈久断層
（地震本部）

写真判読による変位境界の計測地点写真判読による変位境界の計測地点写真判読による変位境界の計測地点
（国土地理院）（国土地理院）

背景画像：ピクセルオフセット

0cm 80cm

衛星視線方向距離変化

顕著な変位不連続は顕著な変位不連続は顕著な変位不連続は
概ね八代市平山新町概ね八代市平山新町概ね八代市平山新町
付近で終了

SARSARによる変位不連続による変位不連続（変位境界）（変位境界）の判読の判読 （南西部）

国土地理院Ⅱ - 24



令和令和8令和8年熊本地震 平成平成282828年熊本地震

path28_南行軌道 左観測 2026-05-15/2026-08-01 Kobayashi+ (2025)

北向き

南向き

※※明瞭な変位不連続ではない※※明瞭な変位不連続ではない明瞭な変位不連続ではない
ものの，線状に変位が急変（勾ものの，線状に変位が急変（勾ものの，線状に変位が急変（勾ものの，線状に変位が急変（勾ものの，線状に変位が急変（勾
配大）していることから断層運配大）していることから断層運配大）していることから断層運
動に伴うものと判断した

地表でも地表変状が確認地表でも地表変状が確認
されているされているされている
（広島大学
されているされている
（広島大学（広島大学 写真判読）

・平成・平成282828年熊本地震時と同じ・平成・平成282828年熊本地震時と同じ年熊本地震時と同じ
場所が動いた場所が動いた場所が動いた場所が動いた場所が動いた場所が動いた場所が動いた
・御船町高木は，地震後・御船町高木は，地震後5・御船町高木は，地震後5年以・御船町高木は，地震後・御船町高木は，地震後・御船町高木は，地震後・御船町高木は，地震後5年以年以年以
上にわたって余効変動が継続上にわたって余効変動が継続上にわたって余効変動が継続
した場所
上にわたって余効変動が継続
した場所した場所（

上にわたって余効変動が継続上にわたって余効変動が継続上にわたって余効変動が継続
した場所した場所（（Iwasa+, 2026

上にわたって余効変動が継続上にわたって余効変動が継続
Iwasa+, 2026Iwasa+, 2026）

御船町高木
御船町高木

背景画像：SAR干渉画像 背景画像：SAR3次元変位 【南北成分】

参照データ：参照データ：20262026年熊本地震に伴う地表地震断層の可能性がある変状の分布（年熊本地震に伴う地表地震断層の可能性がある変状の分布（7年熊本地震に伴う地表地震断層の可能性がある変状の分布（7月月月292929日公開）：参照データ：参照データ：202620262026年熊本地震に伴う地表地震断層の可能性がある変状の分布（年熊本地震に伴う地表地震断層の可能性がある変状の分布（
後藤秀昭・原西絢太・牧田智大・中川聡（広島大）

年熊本地震に伴う地表地震断層の可能性がある変状の分布（年熊本地震に伴う地表地震断層の可能性がある変状の分布（
日本地理学会

年熊本地震に伴う地表地震断層の可能性がある変状の分布（年熊本地震に伴う地表地震断層の可能性がある変状の分布（
日本地理学会日本地理学会HP

年熊本地震に伴う地表地震断層の可能性がある変状の分布（年熊本地震に伴う地表地震断層の可能性がある変状の分布（年熊本地震に伴う地表地震断層の可能性がある変状の分布（
HPHPHPHPより

SARSARによる変位不連続による変位不連続（変位境界）（変位境界）の判読の判読 （北部） SARSAR不連続不連続（令和（令和（令和8（令和8年熊本地震）
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令和８年熊本地震による高周波エネルギー輻射量 

防災科学技術研究所

高周波エネルギー輻射量からみる余震活動の特徴 

 Hi-net(⼀部 KiK-net)の３成分合成地震波形エンベロープから、７⽉２８⽇に発⽣した熊本地震

（MJ7.1）後 10 ⽇間の⾼周波エネルギー輻射量（4~20Hz）を、Sawazaki et al. (2016)の⽅法で

推定

➡ 地震活動が活発なために震源カタログが不完全な状況でも、余震活動度をモニタリング可能

 平成２８年熊本地震の最⼤前震後および本震後と⽐べると、今回の地震の余震からの積算⾼周

波エネルギー輻射量は少ない

 地震発⽣から 10 ⽇後の時点で、本震の⾼周波エネルギー輻射量に対する余震からの積算⾼周波

エネルギー輻射量の割合は 5.6％。地殻内地震としては平均的な値（第２図参照）

―：熊本地震（2026/7/28、MJ7.1） 

―：熊本地震（2016/4/14、MJ6.5、最大前震） 

―：熊本地震（2016/4/16、MJ7.3、本震） 

第１図 令和８年熊本地震（MJ7.1）発⽣の１
分後から 10 ⽇後までの⾼周波エネルギー輻
射量の積算値。平成２８年の熊本地震（最⼤
前震と本震）後の推移と合わせて⽰す。

―：熊本地震（2026/7/28、MJ7.1） 

―：新潟県中越地震（2004/10/23、MJ6.8) 

―：熊本地震（2016/4/14、MJ6.5、最大前震） 

―：熊本地震（2016/4/16、MJ7.3、 本震） 

―：能登半島地震（2024/1/1、MJ7.6） 

―：その他の地殻内地震 

第２図 ⽇本で発⽣した過去の主な地殻内地震
と令和８年熊本地震（⾚線）による、本震の⾼
周波エネルギー輻射量に対する余震からの積
算⾼周波エネルギー輻射量の割合の推移。

防災科学技術研究所
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地表地震断層と地㉁ᵓ㐀から見た令和 8 年熊本地震

⏘総研 地㉁調査総合ࢭンター

ント࢖࣏

• 令和 8 年熊本地震で活動した日奈久断層帯に㛵して㸪地㉁㸪地ୗᵓ㐀㸪変動地ᙧ㸪

ྂ地震➼に㛵する調査研究がᐇ᪋されてきた㸬

• ⏘総研では令和 8年熊本地震で生ࡌた地表変≧࣭ 地表地震断層をᢕᥱするたࡵの⥭

ᛴ現地調査を⤌⧊的にᐇ᪋し㸪⣙ 37 kmにࢃたって地表地震断層を☜ㄆした㸬

• ⥭ᛴ現地調査で☜ㄆできた地表地震断層によるྑᶓࡎれ変఩は᭱大で 184 cm㸪上

ୗ変఩は᭱大で⣙ 130 cm であった㸬日奈久断層帯 高㔝―ⓑ᪝区間では㸪平ᡂ 28

年熊本地震による地表地震断層とྠࡌሙ所に地表地震断層࣭地表変≧が生ࡌた㸬

• 計測結果にもと࡙いてᶓࡎれ変఩㔞の空間分布を示した㸬ᶓࡎれ変఩㔞は日奈久断

層 日奈久区間㸦ịᕝ付近㸧と高㔝―ⓑ᪝区間໭部㸦高ᮌ付近㸧にࡑれࡒれࣆーク

をᣢࡘ㸬

図㸬㸦A㸧⥭ᛴ現地調査による地表地震断層の変఩㔞計測地Ⅼ㸪㸦B㸧日奈久断層帯 高㔝―ⓑ

᪝区間において 2016 年と 2026 年の熊本地震でࡑれࡒれྠࡌ఩⨨に出現した地表地震断層㸪

㸦C㸧日奈久区間におけるỈ⏣の␏に見られるྑᶓࡎれ変఩㸪㸦D㸧⥭ᛴ現地調査による日奈

久断層に沿うᶓࡎれ変఩㔞の空間分布㸬

ज़૯߹研究所ٕۀ࢈
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2016年M7.3熊本地震後の余震活動の推移と2026年M7.1熊本地震の余震活動について 

統計数理研究所・ 東京大学地震研究所 

2016年4月に発生した熊本地震（M7.3）から2026年の熊本地震（M7.1）までの約10年間の余震活動を

ETASモデルをあてはめ解析した。その結果、熊本地域の余震活動は時間の経過とともに減衰した。し

かし、時空間分布に着目すると、発生後約1年から余震活動の南西方向へのマイグレーションが顕著に

認められました。 

一方、今回のM7.1地震では発生後約1か月までの時点ではその傾向は明瞭ではありません。今後、同

様のマイグレーションが発達するかどうかを継続的に監視する必要があります。 

（尾形良彦 鶴岡 弘） 

第１図 2016年熊本地震から今回の本震まで、下限マグニチュード2.0の余震カタログにETASモデルを

適用し、デ・トレンド時間に対して震源を経度・緯度方向に投影した時空間密度分布です。東北部では

相対的に活動が次第に低下し、活動域が南西方向へマイグレーションしている可能性が示唆されます。 

第２図．今回のM7.1熊本地震の発生から約1か月後の M≥2.0 のデータの結果です。現時点では、活動域
の南西方向への移動はまだ弱く、はっきりとは認められません。 

統計数理研究所・ 東京大学地震研究所
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第３図 国外の余震のデ・トレンドした時空間パターンの例 

第４図 日本全域の余震に大森宇津式で時間変換（デ・トレンド）した時空間点密度の平滑化です。多くが非
一様で大きな余震の前には局所的な静穏化または活発化が見られることが珍しくない。しかし、この様な時
空間の異常現象を予測の為に、どの様に定量化するかは課題です。 

統計数理研究所・ 東京大学地震研究所
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九州大学 松本聡 資料

地震活動特性からみた 2026 年熊本地震
九州大学大学院理学研究院地震火山観測研究センター
松本 聡

ポイント：
 2026年熊本地震は 2016年熊本地震破壊域の南西部，日奈久断層において発生した．

 2016年地震後に地震活動が活発になった領域で起こった．
 2016年地震によって，より地震を起こす力が増加した領域に対応する．
 震源断層は北西傾斜を持ち，南西部では傾斜が緩くなっていた．
 2026年熊本地震は日奈久断層南部では余震活動が活発であり，一つの可能性としては断層

に力がかかり続けていると考えられる位置で発生した．
 同様に，さらに南西部でも断層により力がかかる状態である．
 いつ・どのくらいの地震が起こるかは予測できないが，注意が必要．

 熊本地域は比較的よく調査されてきた．結果を見てわかる通り，稠密な観測，調査が大変
重要で，これからも観測・調査を継続して変化の検出に取り組む必要がある．

図１．2016 年，2026 年熊本地震震源域での地震の時
空間分布図．左図の黒枠内の震源を横軸に年を取りプ
ロットしている．2 地震の発生時期を波線で示す．2016
年の地震発生後に活動が活発になった地域において
2026 年地震が発生していることがわかる（2026 年地
震の破壊域は暫定）．

年 2016年熊本地震 2026年熊本地震

20
16
年
破
壊
域

20
26
年
破
壊
域

図２．暫定震源断面図．上図の色線に沿った断面を
示す．断面の左は期間内すべての震源．期間は 2016
年 4 月 16 日～2026 年 8 月 20 日．右は 2026 年熊
本地震発生以降（震源を赤で示す）．
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令和 8 年熊本地震と b 値の時空間分布 

―日奈久断層帯における事前の指摘との対応― 

静岡県立大学 楠城 一嘉 

● b 値とは 地震の規模別頻度分布の傾き。大きな地震に対する小さな地震の相対的な多

さを表す。断層にかかる力(差応力)が大きいほど b値は低いことが知られている。

● 2019 年に日奈久断層帯で応力集中を指摘し、公表した 2016 年熊本地震の後、日奈久

断層帯の中部に低 b値の領域を検出し、力が集中していると論文(Nanjo et al., 2019

GRL)で報告した(図 1a)。2019年 9月 5日には熊本県庁で記者会見を行い公表した。2021

年には本連絡会会報でも報告済み。2024年の追試でもこの傾向は継続していた。

● 2026 年熊本地震の破壊域は、2019 年に指摘した領域を含んでいた 7 月 28 日の M 7.1
地震の破壊域(すべり 1.2m以上)は 2019年に指摘した領域を覆っていた(図 1b)。指摘し

た領域の深部に低 b値域があり、今回の震源もこの低 b値域にあった(図 1b,c)。

● 2026 年熊本地震前後の b 値 破壊域の中心では b 値が上昇した(図 1c,d)。応力が解放

されたことと整合する。M 7.1 地震前から破壊域の南限周辺に低 b 値の領域はあり(図

1c)、地震発生後にも、引き続き存在する(図 1d)。M 7.1 地震では応力が解放されなか

ったことが示唆される。

● 断層モデルを用いたクーロン応力変化 M 6.1, M 5.8の地震より南部では、現段階では

b 値を図示できない(図 1d)。速報の断層モデルを用いたクーロン応力変化の計算では、

南延にあたる八代海付近で破壊が促進される方向に応力が増加する結果が得られた。

● 提案 日奈久断層帯沿いの総合的な観測調査研究、および地震活動と b 値を用いた活断

層評価の高度化を提案する。

図 1 (a)b 値の空間分布(2017–2019 年の平面図)と、(b-d)日奈久断層帯に沿う断面。a は

論文の図に M 7.1 地震以降の地震をプロット(2026 年 7 月 29 日の地震調査委員会に提出し

た資料の抜粋)。b-d の赤枠は、測線が 2019 年の指摘領域(a の赤四角)を通過する区間。b

の黒線は 2026年 M 7.1地震のすべりコンター(防災科学技術研究所の暫定モデル)。 
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平成 28 年熊本地震による地震活動度変化と令和 8 年熊本地震 

遠田晋次（東北大学 災害科学国際研究所） 

• 平成 28 年熊本地震（M7.3）後の約 10 年間，九州中部の地震活動はクーロン応力変化
（ΔCFF）から予想された通りに，活発化と静穏化が認められた．

• 日奈久断層帯は顕著な正のΔCFF で，10 年経過しても周辺の地震活動は 2016 年地震
前の最大数倍のままで，30 年確率の増加が試算された（図１）.

• 令和８年熊本地震（M7.1）でも応力変化があり，平成との重複効果となる（図２）．八
代海区間，阿蘇地域，島原半島，宮崎県北部は正・正となり，活発化が懸念される．

図 1 平成 28 年熊本地震による九州の主要活断層にかかるクーロン応力変化（左）と日奈久断層帯日奈久区

間における 30 年確率の試算（Toda, JpGU, 2026）．震源断層モデルは国土地理院（2016）．岡村ほか（2019, 

熊本重点）に基づいて，平均活動間隔 2,000 年，最新活動からの経過年 2,000 年と仮定．  

図２ 令和８年熊本地震によるクーロン応力変化．震源断層モデルは岡田・福島（2026）．影響を受ける断層

（レシーバ断層）は日奈久断層と同様の左横ずれ（左）と東西走向の正断層（右）．コンターは平成 28 年熊本

地震によるクーロン応力変化．活発化していた大牟田市周辺〜熊本市直下の活動は静穏化が期待される． 
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2026 年熊本地震の地表地震断層：
変位量分布と 2016 年地震断層の再変位��熊原康博（広島大学）

図 1　2026 年熊本地震の地震断層の計測地点と
右横ずれ変位量

図 2　2026 年熊本地震の横ずれ変位量分布と 2016 年熊本地震及び余効すべりの変位量を
加えた総変位量の分布

ポイント
■日奈久断層帯の高野－白旗区間お
よび日奈久区間の一部に、右横ずれ

変位を主体とする、全長 38km の地

表地震断層を確認。

■トレースの特徴と変位量の違いに

より、3 つの区間に区分できる。

・A 区間（24km）：変位量は区間中央

で大きく（最大 127cm）、両端で減衰。

トレースの連続性は良い。

・B 区間（7km）：変位量は小さく（最

大 28cm）、トレースの連続性も悪い

・C 区間（7km）：変位量は小さく（最

大 22cm）、トレースの連続性は良い。

2016 年熊本地震の地表地震断層上で

認められた。
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日奈久断層帯における古地震調査結果と令和 8 年熊本地震 

宮下由香里（産総研地質調査総合センター） 

ポイント 

• 2016 年熊本地震後に，文科省委託業務「平成 28 年

熊本地震を踏まえた総合的な活断層調査」の一環

として，日奈久断層帯の 3 地点でトレンチ調査を

行い，同断層帯の古地震履歴を明らかにした．

• 2026 年熊本地震の際に，上記トレンチ調査で確認

された断層が再度動いたのかどうかを調べるため

に，現地調査を行った．

• その結果，3 地点において，トレンチ調査で断層

が確認された場所の直近に地表地震断層が認めら

れた．

図 1 トレンチ調査地点位置図 

図 2 川田町西トレンチ（八代市）の調査結果 

左上：地理院地図に写真撮影位置・方向を示した．右上：2017 年度および 2018 年度にトレ

ンチ調査を行った際の平面測量図．左下，中下，右下：いずれも北西側低下を示す杉型雁行

割れ目．写真①の雁行割れ目群と写真②〜写真③の雁行割れ目群は，各々がさらに大きなス

ケールの雁行割れ目状に分布している（左上図の赤破線）．
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平成28年熊本地震を踏まえた総合的な活断層調査（平成２８～３０年
度）による日奈久断層帯の強震動評価と令和８年熊本地震

岩田知孝（京都大学名誉教授）・浅野公之（京都大学防災研究所）

上記研究プロジェクトのサブテーマ３（強震動予測の高度化）では，未活動区間であ
る布田川断層帯（宇土区間，宇土半島北岸区間），日奈久断層帯の強震動予測高度
化を目的として，調査研究を実施した．

【１】日奈久断層帯が活動した場合に強い揺れに見舞われる可能性の高い，八代平野
島を中心として，強い揺れの成因となる地盤構造探査を実施，浅部・深部地盤構造モ
デルの高度化を進めた．

図１：熊本県中部における表層地盤の揺れの増幅特性に関係するAVS30（表層30ｍの
平均Ｓ波速度）の分布．（左）微地形区分から経験的に得られたもの，（右）上記研究プロ
ジェクト等の浅部・深部統合地盤構造モデルによるもの．熊本平野西部や八代平野では，
より揺れやすい特徴が得られた．

【２】日奈久断層帯が活動した場合の予測地震動分布と，令和８年熊本地震で観測さ
れた震度の比較

図２：(左)日奈久断層帯全体が破壊した想定地震により予測された熊本県中西部の地表
震度分布．（右）令和８年熊本地震で観測された震度（気象庁による）．八代平野や熊本平
野南部で強い揺れに見舞われるなどの特徴が予測されている．
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第 253 回および第 254 回地震予知連絡会 重点検討課題 趣旨説明 

「昭和南海地震から 80 年～南海トラフ地震に向けた調査観測研究の現状～」 
コンビーナ 京都大学   教授  伊藤 喜宏

JAMSTEC 専門部長 堀 高峰

１．背 景

1946 年昭和南海地震から 80 年を迎え、次の南海トラフ地震に向けた調査観測研究の現

状を改めて整理する時期にある。南海トラフ地震については、地震調査委員会により長期

評価の一部改訂が行われ、発生確率の算出方法やその表現が見直された。この見直しは、

過去の地震履歴や地殻変動データに基づく評価手法の前提、不確実性、今後の改善の方向

性を再点検する契機となっている。

近年、南海トラフ地震に関する研究は、過去の地震履歴や海岸昇降量等に基づく地震サ

イクル評価、GNSS・GNSS-A 観測によるプレート境界の応力蓄積率推定、DONET・孔

内観測・海底水圧計・光ファイバ観測による状態監視、さらに地震サイクルシミュレーシ

ョンとデータ同化に向けた研究へと展開している。これらは、過去の地震サイクル、現在

のプレート境界の力学状態、将来の推移予測を結びつける研究基盤となりつつある。

２．課 題

長期評価においては、室津港の隆起量に代表される過去の地殻変動データが重要な役割

を果たしてきたが、南海トラフ地震の多様な破壊様式を一地点の情報で代表できるかには

課題がある。今後、歴史資料や海岸昇降量等の新たな知見を踏まえ、長期評価に用いるデ

ータと時間予測モデル等をどのように検証・改良するかを検討する必要がある。

また、現在の観測データに基づく中期評価として、応力蓄積率や力学的カップリングを

推定し、地震性・非地震性すべりを含むシナリオを提示する研究が進んでいる。その高度

化には、海域観測による浅部プレート境界の解像度向上、地震活動・地殻変動・流体圧等

の統合的理解、観測データを物理モデルへ取り込むデータ同化手法の発展が不可欠である。 
３．報 告（予定）

①歴史資料から読みとった海岸昇降量の時間予測モデルへの適合性再検討

②GNSS・GNSS-A 観測に基づく応力蓄積率推定と地震シナリオ

③プレート境界状態の監視に向けた、海底ケーブル観測網による掘削孔内・海底の広域・

リアルタイム地殻変動観測の取り組み

④地震サイクルシミュレーションと推移予測への活用に向けた研究の現状

４．論 点（予定）

①新たな歴史資料・海岸昇降量の成果を、長期評価にどのように取り込むべきか？

②応力蓄積率に基づく中期的な地震シナリオをどのように評価し、観測データによってど

のように更新すべきか？

③海底・孔内・光ファイバ観測は、短期的なプレート境界状態の監視に何をもたらし、地

震サイクルシミュレーションやデータ同化にどのように接続できるか？

Ⅱ - 36



令和８年８月２８日 
地震予知連絡会運営検討部会 

Ⅲ 運営検討部会報告

令和８年度第３回運営検討部会報告 
（重点検討課題の変更）

重点検討課題の変更について 
令和８年熊本地震の発生を受け第252回重点検討課題を「令和８年熊本地震」とし、それ以

降の回は予定していた重点検討課題を順次繰り下げて実施することを、メール審議にて決定し
た。 

地震予知連絡会 コンビーナ 課  題  名 

第252回(2026/08) 遠田 晋次 会長 令和８年熊本地震 

第253回(2026/11) 
伊藤 喜宏 委員 
堀 高峰 委員 

昭和南海地震から 80 年 
～南海トラフ地震に向けた調査観測研究の現状～ 

第254回(2027/02) 
堀 高峰 委員 

伊藤 喜宏 委員 
昭和南海地震から 80 年 
～南海トラフ地震に向けた調査観測研究の現状～ 

第255回(2027/05) 岡田 知己 委員 三陸沖の活動（調査観測）（仮） 

第256回(2027/08) 酒井 慎一 委員 内陸で発生する地震（仮） 

第257回(2027/11) 八木原 寛 委員 群発地震活動と地殻変動（仮） 
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